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１．計画策定の背景及び位置づけ  全国的に公共施設等の老朽化対策が大きな課題となっており、本市において
も、平成 15年度からの財政健全化の取り組みにより普通建設事業を圧縮してき

た結果、施設の更新や老朽化対策が十分にできておらず、対策が必要な施設が市

内に散在しています。今後においては、厳しい財政状況が続く中、人口減少等に

より公共施設等の利用需要が変化していくことも踏まえ、公共施設等全体の状

況を把握し、効率的で適切な維持管理や長期的な視点をもった老朽化対策（維持、

統廃合、長寿命化、除却等）を計画的に行うことにより、財政負担の軽減・平準

化を図るとともに、公共施設等の最適な配置を実現することが必要となってい

ます。 

このような状況を踏まえ、平成 28 年 12 月に公共施設等の総合的かつ計画的

な管理を行うための中長期的な取り組みの基本的な方針を定めた『安芸市公共

施設等総合管理計画』(以下「総合管理計画」という。)を策定しました。その上

で、実質的な運用に繋げていくための行動計画として『安芸市公共施設等個別施

設計画』（以下「本計画」という。）を策定します。 

本計画の策定にあたっては、総合管理計画に基づく中長期的な視点に立った

施設配置の適正化と管理運営を行うことを念頭に施設カルテを作成しておりま

す。これと併せて、更新費用等の将来推計の状況についても、全庁的に情報共

有を図ることで、更新・統廃合・長寿命化において、財政負担の平準化や縮小

を推進していくこととします。           
         安芸市総合計画 

基本構想 

基本計画 

実施計画 

安芸市まち・ひと・ 

しごと創生総合戦略 

人口の将来展望 

基本目標 

具体的な事業 

安芸市公共施設等総合管理計画 

公共施設等個別施設計画 

漁港個別施設計画 

個別施設計画 

橋梁・トンネル長寿命化計

画 

その他長寿命化計画等 
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２．計画期間  本計画は総合管理計画に基づく計画であるため、総合管理計画の残存期間で
ある、令和3年度から令和8年度までの6年間を計画期間とします。 

 なお、計画期間中であっても状況に応じ適宜修正するものとします。   
３．対象施設  本市の所有する公共施設等のうち建物を対象とし、施設ごとの分類について
は、総合管理計画と同様の分類で整理するもとします。分類別の施設数、延床

面積については以下のとおりです。 

 

分類別施設一覧 

大分類 中分類 小分類 施設数 延床面積 
行政系施設 

庁舎 庁舎 1 4,690.51㎡ 

消防施設 

消防庁舎 1 3,051.38㎡ 

分団屯所・車庫 14 1,449.54㎡ 

その他公共施設 

駅前広場 4 255.40㎡ 

墓地 1 210.34㎡ 

防災施設 津波避難タワー 10 2,709.41㎡ 

保健・福祉系施設 

保健福祉施設 保健福祉施設 4 2,278.13㎡ 

高齢者福祉施設 高齢者福祉施設 3 684.34㎡ 

児童福祉施設 

保育所 9 6,967.12㎡ 

児童センター 1 324.00㎡ 

環境衛生系施設 

環境施設 

ごみ処理施設 3 2,379.19㎡ 

し尿処理施設 1 1,758.64㎡ 

衛生施設 火葬場 1 949.89㎡ 
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大分類 中分類 小分類 施設数 延床面積 
産業系施設 

農林業施設 

農業振興施設 4 5,454.10㎡ 

林業振興施設 2 173.93㎡ 

水産業施設 漁業振興施設 9 4,148.36㎡ 

商工・観光施設 

商工施設 3 4,636.34㎡ 

観光施設 9 3,227.59㎡ 

学校教育系施設 学校 

小学校 12 26,066.81㎡ 

中学校 5 12,689.80㎡ 

給食センター 1 1,013.80㎡ 

社会教育系施設 

集会施設 

公民館 16 4,814.01㎡ 

集会所等 55 4,833.38㎡ 

文化施設 

市民会館 1 2,468.88㎡ 

図書館 1 1,047.00㎡ 

女性の家 1 726.57㎡ 

市民館 3 1,069.46㎡ 

博物館 

書道美術館 1 941.44㎡ 

歴史民俗資料館 1 821.38㎡ 

スポーツ系施設 スポーツ施設 

総合運動場 1 3,883.37㎡ 

体育館 4 5,674.99㎡ 

市営住宅 市営住宅 

公営住宅 32 16,386.49㎡ 

改良住宅 109 22,785.16㎡ 

公園 公園 公園内施設 16 605.43㎡ 

その他 その他 その他 8 5,121.93㎡ 

※平成30年度末固定資産台帳に基づく数値（令和元年度異動資産含む）     
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４．更新費用等の将来推計 
令和2年度末で耐用年数を経過している施設及び今後20年間で耐用年数が経

過する施設の取得価格等(注①)の合計額は約245億円です。これら施設について、

耐用年数経過時に単純に取得価格等の金額で建替えを行うと仮定すると、今後

20年間での更新費用等の平均額は約12億円(注②)となります。しかしながら、

過去と現在では物価も異なり、また建築価格も近年上昇が続いていることから、

全ての施設を同様に更新するだけでも相当の費用になることが予想できます。

更新費用等を抑えるためにも、規模を最適化させた上での施設の大規模改修や

類似施設の集約化・複合化等を前提とした、個別施設毎の状況の把握・分析が

必要です。 

また、施設の長寿命化にあたっては、ライフサイクルコスト(注③)の圧縮を図

るために、予防保全の観点を持った適切な維持管理に転換していくことも検討

していかなければなりません。 

 

施設分類毎の更新費用等の推計 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成30年度末固定資産台帳に基づく数値（令和元年度異動資産含む） 

 

注① 施設の取得価格等には建物本体の取得価格のみでなく、付帯設備等の金額も含みます。 

注② すでに耐用年数を経過している施設については、令和3年度から令和22年度までの20年間

で取得価格等を均等に計上しています。 
注③ 施設取得から解体までに要する費用の総額。用地取得費から設計・建設費用、管理運営費、

除却解体費までの全ての費用を含みます。  
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５．対策の優先順位の考え方 
老朽化の進行状況は施設等の置かれている条件によって異なってくることか

ら、施設管理の所管部署は日常業務の中で点検を行い、必要に応じて施設カル

テを更新するとともに、本計画にも反映させます。そのうえで、施設に求めら

れる役割、機能、重要度等を勘定し、劣化の状況や安全性、利用ニーズ、ライ

フサイクルコスト等について一定の判断基準を設定し、老朽化対策にかかる優

先順位を判断することとします。   
６．個別施設毎の対策方針 
施設分類毎の対策方針を取りまとめたものは以下のとおりです。 

施設分類 対策方針 

行政系施設 

現在の庁舎については、津波浸水想定区域内からの移転に着手して

おり、令和5年度中に新庁舎建設工事が完了する見通しです。移転後の

現庁舎の利活用についても検討しており、今後は利活用に適した施設

管理に努めます。 

 消防及び防災施設については、津波浸水想定区域内に位置する施設

もあることから、施設再配置の検討行う必要がありますが、当面の間

は、施設機能が適切に発揮できるよう維持管理に努めます。 

 その他の施設は、最適な配置や運用形態の検討を継続するとともに、

施設寿命を損なうことのないよう適切な維持管理に努めます。 

保健・福祉系施設 

利用者の減少や津波浸水想定区域内に位置する施設もあることか

ら、施設再配置の検討行う必要がありますが、地域住民や利用者にと

っては必要不可欠な施設であるため、当面の間は、地域における保健・

福祉施設としての機能を発揮できるよう適切な維持管理に努めます。 

環境衛生系施設 

耐用年数を経過している施設は少なく、施設機能を損なうことのな

いように維持管理を行えています。今後についても、更新等を見据え

た適切な維持管理に努めます。また、機械器具類については建物より

耐用年数が短いため、劣化状況や利用状況等に応じて優先順位をつけ

計画的に更新していきます。 

産業系施設 

指定管理による運営方法をとっている施設が多く、それらについて

は、産業振興施設としての機能を発揮できるよう維持管理に努めます。

直営で運営している施設については、施設の利用状況やニーズを把握

し、最適な配置や運用形態の検討を継続するとともに、施設寿命を損

なうことのないよう適切な維持管理に努めます。 
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施設分類 対策方針 

学校教育系施設 

耐用年数を経過している施設や老朽化が著しい施設が多いですが、

移転統合の検討中であることや休校中で再開の目途がない施設もあ

り、大規模改修には至っていません。今後については、児童・生徒数

の減少等による統廃合を見据えながら維持修繕を行い、最適な施設配

置を検討します。 

社会教育系施設 

公民館・集会所については、地域コミュニティ活動の場として重要

な役割を担っているとともに、多くの施設が発災時の避難所となって

います。今後については、人口減少等を見据えた適正な配置の検討を

継続するとともに 施設寿命を損なうことのないよう適切な維持管理

に努めます。 

その他の施設についても、最適な配置や運用形態の検討を継続する

とともに、施設寿命を損なうことのないよう適切な維持管理に努めま

す。 

スポーツ系施設 

各施設ともに経年劣化による老朽化が進行しており、更新等が必要

となっています。発災時の避難所にもなっているため、劣化状況や利

用状況等に応じた計画的な維持修繕を行いながら、更新等について検

討を進めていきます。 

市営住宅 

耐用年数が経過している施設は一部であり、公営住宅等長寿命化計

画に基づく維持修繕や、屋根や外壁等の大規模改修にも取り組んでい

ます。今後20年程度でほぼすべての施設の耐用年数が経過することか

ら、今後の更新等を見据えた最適な配置を検討していきます。 

公園 

 公園内施設を快適に使用できるよう、使用状況について適切に把握

し、定期的なメンテナンスを行うとともに、バリアフリー化などの利

便性向上にも取り組んでいます。今後更新する際には最適な配置を検

討します。 

その他施設 

その他施設は、当初の利用目的を達成し、現在は使用していない、又

は民間等に貸付している施設です。今後の利活用を考慮した維持管理

を行うとともに、利活用が見込めない施設については除却を検討しま

す。 
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左記の対策方針については、個別施設毎の具体的な老朽化対策の課題を網羅

したものではなく、あくまで全施設分類を通して俯瞰的な視点により取りまと

めたものです。今後、施設カルテの更新を踏まえ、総合管理計画及び本計画を

深化させていくことで、市全体としての公共施設等の最適な配置の実現に繋げ

ていきます。 

その上での、今後の老朽化対策における基本的な考え方は以下のとおりです。 

 

老朽化対策の考え方 内容 

【維持管理】 

計画的かつ適切な方法により維

持管理を行う施設 

継続して使用する施設であり、日常業務の中で

点検を実施し、予防保全の観点を持った計画性

のある修繕等を行う。 

【更新等】 

施設の大規模改修・建替え・複合

化・集約化等を行う施設 

老朽化による大規模改修や建替え、利用者の減

少等による施設の複合化や集約化等を行う。 

【利活用等】 

利活用等の検討を行う施設 

 

利用実態を把握の上、用途変更や民間での利活

用の検討を行う。 

【譲渡等】 

売却や譲渡等の検討を行う施設 

 

行政目的での使用が見込めないため、地元や利

活用できる団体等への売却・譲渡を行う。 

【除却等】 

除却等の検討を行う施設 

未使用または使用頻度の少ない施設で、他の施

設や空きスペース等で代替可能であるため、除

却や用途廃止を行う。   
７．推進体制の整備 
・本計画に基づく取り組みを全庁的に推進するため、保有施設や進行管理等を

企画調整課財政係で一元管理し、情報の共有化や連携を図ります。 

・毎年度固定資産台帳の更新にあわせて各施設所管課と現状分析を目的にヒア

リングを実施し、管理・運営体制に関して不断の見直しに努めます。 

・公共施設等総合管理計画等上位計画との整合性を図りながら毎年度見直しを

行うことで、個別施設計画を深化させていきます。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



行政系施設個別施設カルテ 

施設一覧 

1 庁舎 

2 安芸市防災センター 

3 安芸市消防団安芸分団屯所 

4 安芸市消防団中央分団屯所 

5 安芸市消防団穴内分団屯所 

6 安芸市消防団伊尾木分団屯所 

7 安芸市消防団伊尾木分団下山班屯所 

8 安芸市消防団川北分団屯所 

9 安芸市消防団川北分団江川班屯所 

10 安芸市消防団東川分団屯所 

11 安芸市消防団東川分団奈比賀屯所 

12 安芸市消防団畑山分団屯所 

13 安芸市消防団井ノ口分団屯所 

14 安芸市消防団土居分団屯所 

15 安芸市消防団赤野分団屯所 

16 寿町水防倉庫 

17 赤野駅前広場 

18 穴内駅前広場 

19 伊尾木駅前広場 

20 下山駅前広場 

21 共同納骨堂 

22 津波避難タワー１号 

23 津波避難タワー２号 

24 津波避難タワー３号 

25 津波避難タワー４号 

26 津波避難タワー５号 

27 津波避難タワー６号 

28 津波避難タワー７号 

29 津波避難タワー８号 

30 津波避難タワー９号 

31 津波避難タワー10号 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

北別館

写真

費　　用

東庁舎

写真

（２）管理上の課題

課題
現庁舎は、耐震性の不備、設備の老朽化、庁舎の狭隘化・分散化など様々な課題を抱え、津波対策も大
きな課題となっている。

今後の方針
市民の命を守ることを最優先として、南海トラフ地震など災害時にも機能できる市庁舎を新たに土居地
区に整備する。令和3年度に建設工事に着手し、令和5年度末までに工事完了、令和6年度から供用開始を
予定している。また、移転後の現庁舎の利活用ついても検討していく。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

西庁舎

写真

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

実施個所

実施内容

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

0

設置条例 安芸市事務所設置条例

設置目的・役割 行政事務を執行するための事務所、各種行政サービスの提供拠点及び発災時の災害対応拠点

防災上の位置づけ

新庁舎
ＲＣ陸屋根地下1階
地上３階建

2,306.00 1982/1/25 360,200,000

その他の位置づけ

会議室（北庁舎） Ｓ2階建 319.23 1994/7/4 68,763,810

２．施設の概要

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

旧庁舎 ＲＣ陸屋根３階建 1,555.10 1959/11/20 30,880,000

計画中 無

有設置済 〇 〇 〇 〇 2

有無
台数
(台)

未

延床面積

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

管理状況 直営

1,802.96 取得価格 575,908,250

耐震診断 済 耐震対策

借地料

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用
オスト
メイト

ベビー
シート

行政財産 単独／複合の別 単独

所在地 安芸市矢ノ丸一丁目401

土地
敷地面積 5,547.62

指定管理者等 駐車場台数 47

うち借地面積

4,690.51

円/年

委託期間 自 至

建物

建築面積

１．土地・建物の概要

（１）全体

大分類 行政系施設 小分類 庁舎 財産分類

NO 1 施設名称 庁舎

担当部課係 財産管理課　財産係 作成 令和3年3月 更新



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

NO 2 施設名称 安芸市防災センター

担当部課係 消防課　総務係 作成 令和3年3月 更新

建物

建築面積

１．土地・建物の概要

（１）全体

大分類 行政系施設 小分類 消防庁舎 財産分類

オスト
メイト

ベビー
シート

行政財産 単独／複合の別 単独

所在地 安芸市西浜１９０－１

土地
敷地面積 4,864.61

指定管理者等 駐車場台数 120

うち借地面積

3,051.38

円/年

委託期間 自 至

有無
台数
(台)

不要

延床面積

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

管理状況 直営

1,023.61 取得価格 530,753,999

耐震診断 不要 耐震対策

借地料

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用

計画中 無

〇 有設置済 〇 〇 〇 〇 〇 1

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

2,721.68

　　　〃　　　訓練主塔 鉄骨 219.80

2013/3/20

2013/3/20

530,753,999

上記価格含

安芸市防災センター 鉄筋コンクリート/鉄骨

設置条例 安芸市防災センター条例

設置目的・役割 防災に関する知識の普及及び意識の高揚を図るとともに、災害発生時における災害対策拠点

防災上の位置づけ 指定緊急避難場所 その他の位置づけ 安芸市消防本部/各種研修及び会議室

　　　〃　　　訓練副塔 鉄骨 109.90

２．施設の概要

2013/3/20 上記価格含

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

1,350 1,100 1,450 1,440 1,335

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

実施個所 消防指令台

実施内容 情報系部分改修

費　　用 16,632千円

写真 写真 写真

（２）管理上の課題

課題
高規格道路の延伸に伴い敷地の一部が用地買収されたことにより、駐車スペースが大幅に減少したこと
から、会議・研修等の際には、駐車場兼訓練場を使用した職員の訓練や団員への実技指導が実施できな
い。

今後の方針 隣地の用地買収。計画に沿った消防指令台の改修等、維持管理を行っていく。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

安芸市防災センター ３階　避難室 ２階　指令室



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

NO 3 施設名称 安芸市消防団安芸分団屯所

担当部課係 消防課　総務係 作成 令和3年3月 更新

建物

建築面積

１．土地・建物の概要

（１）全体

大分類 行政系施設 小分類 分団屯所・車庫 財産分類

オスト
メイト

ベビー
シート

行政財産 単独／複合の別

有無
台数
(台)

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

借地料

単独

所在地 安芸市矢ノ丸３丁目１－３２

土地
敷地面積 197.72

指定管理者等

うち借地面積

161.56

円/年

委託期間 自 至

不要

延床面積

授乳室

管理状況 直営

111.86 取得価格 16,389,600

耐震診断 不要 耐震対策

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用

駐車場台数 0

計画中 無

無設置済

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

安芸市消防団安芸分団屯所 鉄骨造 161.56 1985/3/22 16,389,600

設置条例 安芸市消防団組織等に関する規則

設置目的・役割 各種災害時、安芸市街地の防災活動拠点

防災上の位置づけ その他の位置づけ

２．施設の概要

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

0

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

実施個所

実施内容

費　　用

写真 写真 写真

（２）管理上の課題

課題
安芸分団の全管轄区域が津波浸水想定区域であることから、移転先の選定に苦慮。また現在は屯所参集
時、市役所北側の駐車場を利用しているが、市役所移転後、団員の駐車スペースの確保が課題となる。

今後の方針 施設の老朽化が進んでおり、また、津波浸水区域内に位置することから移転先の選定を行う。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

屯所・正面 １階・車庫 ２階・詰所



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

NO 4 施設名称 安芸市消防団中央分団屯所

担当部課係 消防課　総務係 作成 令和3年3月 更新

建物

建築面積

１．土地・建物の概要

（１）全体

大分類 行政系施設 小分類 分団屯所・車庫 財産分類

オスト
メイト

ベビー
シート

行政財産 単独／複合の別

有無
台数
(台)

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

借地料

単独

所在地 安芸市千歳町１－１（土地台帳　千歳町２１２８番地５０）

土地
敷地面積 193.30

指定管理者等

うち借地面積

129.12

円/年

委託期間 自 至

不要

延床面積

授乳室

管理状況 直営

64.56 取得価格 15,002,980

耐震診断 不要 耐震対策

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用

駐車場台数 4

計画中 無

無設置済

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

安芸市消防団中央分団屯所 鉄骨造 129.12 1997/1/31 15,002,980

設置条例 安芸市消防団組織等に関する規則

設置目的・役割 各種災害時、安芸市街地の防災活動拠点

防災上の位置づけ その他の位置づけ

２．施設の概要

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

0

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

実施個所

実施内容

費　　用

写真 写真 写真

（２）管理上の課題

課題
施設の老朽化が進んでいるが、屯所が津波浸水想定区域に建っているため、現地での更新が困難であ
る。

今後の方針 屯所等整備計画に沿って屯所移転事業を実施。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

屯所・正面 １階・車庫 ２階・詰所



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

NO 5 施設名称 安芸市消防団穴内分団屯所

担当部課係 消防課　総務係 作成 令和3年3月 更新

建物

建築面積

１．土地・建物の概要

（１）全体

大分類 行政系施設 小分類 分団屯所・車庫 財産分類

オスト
メイト

ベビー
シート

行政財産 単独／複合の別

有無
台数
(台)

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

借地料

単独

所在地 安芸市穴内乙１４７９番地

土地
敷地面積 363.88

指定管理者等

うち借地面積

147.40

円/年

委託期間 自 至

不要

延床面積

授乳室

管理状況 直営

83.65 取得価格 18,888,850

耐震診断 不要 耐震対策

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用

駐車場台数 5

計画中 無

無設置済

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

安芸市消防団穴内分団屯所 鉄骨造 127.50 1998/12/3 17,888,850

設置条例 安芸市消防団組織等に関する規則

設置目的・役割 各種災害時、穴内地区の防災活動拠点

防災上の位置づけ

車庫 木造 19.90 1984/2/25 1,000,000

その他の位置づけ

２．施設の概要

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

0

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

実施個所

実施内容

費　　用

写真 写真 写真

（２）管理上の課題

課題
施設の老朽化が進んでいるが、屯所が津波浸水想定区域に建っているため、現地での更新が困難であ
る。

今後の方針 屯所等整備計画に沿って屯所移転事業を実施。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

屯所・正面 １階・車庫 ２階・詰所



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

NO 6 施設名称 安芸市消防団伊尾木分団屯所

担当部課係 消防課　総務係 作成 令和3年3月 更新

建物

建築面積

１．土地・建物の概要

（１）全体

大分類 行政系施設 小分類 分団屯所・車庫 財産分類

オスト
メイト

ベビー
シート

行政財産 単独／複合の別

有無
台数
(台)

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

借地料

単独

所在地 安芸市伊尾木１９５－１

土地
敷地面積 1,184.02

指定管理者等

うち借地面積

84.00

円/年

委託期間 自 至

不要

延床面積

授乳室

管理状況 直営

42.00 取得価格 6,900,000

耐震診断 不要 耐震対策

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用

駐車場台数 10

計画中 無

無設置済

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

安芸市消防団伊尾木分団屯所 鉄骨造 84.00 1986/2/18 6,900,000

設置条例 安芸市消防団組織等に関する規則

設置目的・役割 各種災害時、伊尾木地区の防災活動拠点

防災上の位置づけ その他の位置づけ

２．施設の概要

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

0

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

実施個所

実施内容

費　　用

写真 写真 写真

（２）管理上の課題

課題
屯所が津波浸水想定区域に建っている。また参集時の駐車については、公民館と同敷地内であることか
ら利用しているが、公民館の催し等の際には、駐車スペースの確保に苦慮している。

今後の方針 屯所等整備計画に沿って屯所移転事業を実施。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

屯所・正面 １階・車庫 ２階・詰所



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

NO 7 施設名称 安芸市消防団伊尾木分団下山班屯所

担当部課係 消防課　総務係 作成 令和3年3月 更新

１．土地・建物の概要

（１）全体

大分類 行政系施設

建物

建築面積

不要

延床面積

借地料

小分類 分団屯所・車庫 財産分類 行政財産 単独／複合の別 単独

所在地 安芸市下山字源七５６０－イ

土地
敷地面積 150.00

5

うち借地面積

43.88

円/年

委託期間 自 至

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

管理状況 直営

43.88 取得価格 12,443,760

耐震診断 不要 耐震対策

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用
オスト
メイト

ベビー
シート

有無
台数
(台)

指定管理者等 駐車場台数

設置済

２．施設の概要

計画中 無

無

防災上の位置づけ その他の位置づけ

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

設置条例 安芸市消防団組織等に関する規則

設置目的・役割 各種災害時、下山地区の防災活動拠点

安芸市消防団伊尾木分団
下山班屯所

木造 43.88 2018/3/28 12,443,760

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

0

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

実施個所

実施内容

費　　用

写真 写真 写真

（２）管理上の課題

課題 現状、特になし。

今後の方針 今後についても、計画的な維持管理に努める。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

屯所・正面 車庫 詰所



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

NO 8 施設名称 安芸市消防団川北分団屯所

担当部課係 消防課　総務係 作成 令和3年3月 更新

建物

建築面積

１．土地・建物の概要

（１）全体

大分類 行政系施設 小分類 分団屯所・車庫 財産分類

オスト
メイト

ベビー
シート

行政財産 単独／複合の別

有無
台数
(台)

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

借地料

単独

所在地 安芸市川北甲８４３

土地
敷地面積 433.26

指定管理者等

うち借地面積

98.26

円/年

委託期間 自 至

不要

延床面積

授乳室

管理状況 直営

49.13 取得価格 8,613,890

耐震診断 不要 耐震対策

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用

駐車場台数 10

計画中 無

無設置済

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

安芸市消防団川北分団屯所 鉄骨造 98.26 1990/3/20 8,613,890

設置条例 安芸市消防団組織等に関する規則

設置目的・役割 各種災害時、川北地区の防災活動拠点

防災上の位置づけ その他の位置づけ

２．施設の概要

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

0

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

実施個所

実施内容

費　　用

写真 写真 写真

（２）管理上の課題

課題
施設の老朽化が進んでいるが、屯所が津波浸水想定区域に建っているため、現地での更新が困難であ
る。

今後の方針 屯所等整備計画に沿って屯所移転事業を実施。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

屯所・正面 １階・車庫 ２階・詰所



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

NO 9 施設名称 安芸市消防団川北分団江川班屯所

担当部課係 消防課　総務係 作成 令和3年3月 更新

１．土地・建物の概要

（１）全体

大分類 行政系施設 小分類 分団屯所・車庫 財産分類 行政財産 単独／複合の別 単独

所在地 安芸市川北乙５４８番地１

土地
敷地面積 76.58

指定管理者等 駐車場台数 0

うち借地面積

42.30

円/年

委託期間 自 至

建物

建築面積

台数
(台)

不要

延床面積

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

管理状況 直営

42.30 取得価格 4,000,000

耐震診断 不要 耐震対策

借地料

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用
オスト
メイト

ベビー
シート

設置済

有無

２．施設の概要

計画中 無

無

防災上の位置づけ その他の位置づけ

設置目的・役割 各種災害時、江川地区の防災活動拠点

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

木造 42.30 1987/3/26 4,000,000
安芸市消防団川北分団

江川班屯所

設置条例 安芸市消防団組織等に関する規則

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

0

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

実施個所

実施内容

費　　用

写真 写真 写真

（２）管理上の課題

課題 現状、特になし。

今後の方針 今後についても、計画的な維持管理に努める。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

屯所・正面 車庫 詰所



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

NO 10 施設名称 安芸市消防団東川分団屯所

担当部課係 消防課　総務係 作成 令和3年3月 更新

建物

建築面積

１．土地・建物の概要

（１）全体

大分類 行政系施設 小分類 分団屯所・車庫 財産分類

オスト
メイト

ベビー
シート

行政財産 単独／複合の別

有無
台数
(台)

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

借地料

単独

所在地 安芸市入河内５８８番地１

土地
敷地面積 793.31

指定管理者等

うち借地面積

127.50

円/年

委託期間 自 至

不要

延床面積

授乳室

管理状況 直営

63.75 取得価格 21,062,500

耐震診断 不要 耐震対策

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用

駐車場台数 5

計画中 無

無設置済

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

安芸市消防団東川分団屯所 鉄骨造 127.50 1998/1/31 21,062,500

設置条例 安芸市消防団組織等に関する規則

設置目的・役割 各種災害時、東川地区の防災活動拠点

防災上の位置づけ その他の位置づけ

２．施設の概要

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

0

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

実施個所

実施内容

費　　用

写真 写真 写真

（２）管理上の課題

課題 現状、特になし。

今後の方針 今後についても、計画的な維持管理に努める。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

屯所・正面 １階・車庫 ２階・詰所



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

行政財産 単独／複合の別 単独

有無
台数
(台)

不要

無

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦）

NO 11 施設名称 安芸市消防団東川分団奈比賀屯所

担当部課係 消防課　総務係 作成 令和3年3月 更新

至

建物

建築面積 23.18 取得価格 1,200,000

１．土地・建物の概要

（１）全体

大分類 行政系施設 小分類 分団屯所・車庫 財産分類

借地料

延床面積

障害者用駐車場

授乳室

管理状況 直営

耐震診断 不要 耐震対策

所在地 安芸市奈比賀字立屋式７１０-ロ

土地
敷地面積 56.70

指定管理者等 駐車場台数 0

うち借地面積

23.18

円/年

委託期間 自

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用
オスト
メイト

ベビー
シート

設置済

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ

計画中 無

取得価格(円)

安芸市消防団東川分団
奈比賀屯所

木造 23.18 1987/11/11 1,200,000

設置条例 安芸市消防団組織等に関する規則

設置目的・役割 車庫兼資材置場

防災上の位置づけ その他の位置づけ

２．施設の概要

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

0

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

実施個所

実施内容

費　　用

写真 写真 写真

（２）管理上の課題

課題 団員専用の駐車場がないため、隣接する公民館の駐車場を利用している。

今後の方針 今後についても、計画的な維持管理に努める。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

屯所・正面 納車状況 資材状況



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

NO 12 施設名称 安芸市消防団畑山分団屯所

担当部課係 消防課　総務係 作成 令和3年3月 更新

建物

建築面積

１．土地・建物の概要

（１）全体

大分類 行政系施設 小分類 分団屯所・車庫 財産分類

オスト
メイト

ベビー
シート

行政財産 単独／複合の別

有無
台数
(台)

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

借地料

単独

所在地 安芸市栃ノ木５４番地１

土地
敷地面積 130.00

指定管理者等

うち借地面積

127.50

円/年

委託期間 自 至

不要

延床面積

授乳室

管理状況 直営

63.75 取得価格 20,611,500

耐震診断 不要 耐震対策

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用

駐車場台数 3

計画中 無

無設置済

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

安芸市消防団畑山分団屯所 鉄骨造 127.50 2000/1/4 20,611,500

設置条例 安芸市消防団組織等に関する規則

設置目的・役割 各種災害時、畑山地区の防災活動拠点

防災上の位置づけ その他の位置づけ

２．施設の概要

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

0

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

実施個所

実施内容

費　　用

写真 写真 写真

（２）管理上の課題

課題 現状、特になし。

今後の方針 今後についても、計画的な維持管理に努める。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

屯所・正面 １階・車庫 ２階・詰所



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

NO 13 施設名称 安芸市消防団井ノ口分団屯所

担当部課係 消防課　総務係 作成 令和3年3月 更新

建物

建築面積

１．土地・建物の概要

（１）全体

大分類 行政系施設 小分類 分団屯所・車庫 財産分類

オスト
メイト

ベビー
シート

行政財産 単独／複合の別

有無
台数
(台)

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

借地料

単独

所在地 安芸市井ノ口甲２５６６－１

土地
敷地面積 249.41

指定管理者等

うち借地面積

127.50

円/年

委託期間 自 至

不要

延床面積

授乳室

管理状況 直営

63.75 取得価格 23,728,950

耐震診断 不要 耐震対策

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用

駐車場台数 5

計画中 無

無設置済

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

安芸市消防団井ノ口分団屯所 鉄骨造 127.50 2000/11/28 23,728,950

設置条例 安芸市消防団組織等に関する規則

設置目的・役割 各種災害時、井ノ口地区の防災活動拠点

防災上の位置づけ その他の位置づけ

２．施設の概要

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

0

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

実施個所

実施内容

費　　用

写真 写真 写真

（２）管理上の課題

課題 現状、特になし。

今後の方針 今後についても、計画的な維持管理に努める。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

屯所・正面 １階・車庫 ２階・詰所



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

NO 14 施設名称 安芸市消防団土居分団屯所

担当部課係 消防課　総務係 作成 令和3年3月 更新

建物

建築面積

１．土地・建物の概要

（１）全体

大分類 行政系施設 小分類 分団屯所・車庫 財産分類

オスト
メイト

ベビー
シート

行政財産 単独／複合の別

有無
台数
(台)

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

借地料

単独

所在地 安芸市土居６５９番地１

土地
敷地面積 167.52

指定管理者等

うち借地面積

92.74

円/年

委託期間 自 至

不要

延床面積

授乳室

管理状況 直営

46.37 取得価格 11,038,000

耐震診断 不要 耐震対策

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用

駐車場台数 5

計画中 無

無設置済

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

安芸市消防団土居分団屯所 木造 92.74 1989/3/31 11,038,000

設置条例 安芸市消防団組織等に関する規則

設置目的・役割 各種災害時、土居地区の活動拠点

防災上の位置づけ その他の位置づけ

２．施設の概要

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

0

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

実施個所

実施内容

費　　用

写真 写真 写真

（２）管理上の課題

課題
屯所が地域の景観に配慮した造りのため、他の屯所はオーバースライダー式のシャッターであるが、土
居分団は木製で両面開きの扉であり操作に難がある（扉の修繕歴あり）。

今後の方針 津波浸水想定区域内であることから、高台移転を計画に沿って検討していく。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

屯所・正面 １階・車庫 ２階・詰所



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

写真写真

（２）管理上の課題

課題
屯所自体には大きな問題は見られないが、資材置き場の倉庫正面のシャッターが塩害により腐食し、施
錠もできない状況にあるため、防犯上の問題あり。

今後の方針 課題については適切に対応し、今後についても維持管理に努める。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

１階・車庫

写真

費　　用

資材置き場正面・シャッター屯所・正面

実施個所

実施内容

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

各種災害時、赤野地区の活動拠点

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

0

防災上の位置づけ その他の位置づけ

安芸市消防団赤野分団屯所 鉄骨造 121.60 2006/3/10 14,313,600

資材置き場 鉄骨造 42.00 1983/2/24 2,270,000

２．施設の概要

設置条例 安芸市消防団組織等に関する規則

設置目的・役割

計画中 無

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

無

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用
オスト
メイト

ベビー
シート

有無
台数
(台)

設置済

指定管理者等 駐車場台数 0

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

管理状況 直営 委託期間 自

建物

建築面積 106.60 取得価格 16,583,600

耐震診断 不要 耐震対策

延床面積

不要

163.60

至

行政財産 単独／複合の別 単独

所在地 安芸市赤野甲３０７３－イー２

土地
敷地面積 214.75 うち借地面積

円/年借地料

NO 15 施設名称 安芸市消防団赤野分団屯所

担当部課係 消防課　総務係 作成 令和3年3月 更新

１．土地・建物の概要

（１）全体

大分類 行政系施設 小分類 分団屯所・車庫 財産分類



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

NO 16 施設名称 寿町水防倉庫

担当部課係 消防課　総務係 作成 令和3年3月 更新

建物

建築面積

１．土地・建物の概要

（１）全体

大分類 行政系施設 小分類 分団屯所・車庫 財産分類

オスト
メイト

ベビー
シート

行政財産 単独／複合の別

有無
台数
(台)

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

借地料

単独

所在地 安芸市寿町１９８９－７

土地
敷地面積 201.04

指定管理者等

うち借地面積

81.00

円/年

委託期間 自 至

未

延床面積

授乳室

管理状況 直営

81.00 取得価格 3,390,000

耐震診断 未 耐震対策

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用

駐車場台数 0

計画中 無

無設置済

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

寿町水防倉庫 鉄骨造 81.00 1980/12/20 3,390,000

設置条例

設置目的・役割 消防本部及び消防団が、風水害時に使用する資材等を保管する施設

防災上の位置づけ その他の位置づけ

２．施設の概要

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

0

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

実施個所

実施内容

費　　用

写真 写真 写真

（２）管理上の課題

課題
設置場所が海岸に面していることから、台風等による越波や津波災害時には、同施設を使用できない。
また塩害等による腐食が各所に見受けられる。

今後の方針 現状では施設の有効活用ができておらず老朽化も進んでいるため、除却を含めた検討を行う。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

水防倉庫・正面 陸閘角材等収納状況 塩害等による腐食



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

写真 写真 写真

（２）管理上の課題

課題
施設の整備から約20年経過し、設備の老朽化が進んでいる。バリアフリー化のため、オストメイト等の
新たな設備の導入が必要である。

今後の方針 施設の利便性向上及び長寿命化のため、計画的に設備等の更新や改修を行っていく。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

待合所 便所 駐輪場

費　　用 424,440

実施個所 男性・女性便所

実施内容
洋式化

温水洗浄便座

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

２．施設の概要

0

設置条例 安芸市駅前広場条例

設置目的・役割
土佐くろしお鉄道ごめん・なはり線の利便性の向上を図り、利用者の増進に努めるとともに地域の交
流を促進する

防災上の位置づけ その他の位置づけ

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

待合所 木造銅板葺平家建 40.50 2002/3/26 5,276,187

便所 木造銅板葺平家建 40.60 2002/3/26

駐輪場 鉄骨造銅板葺平家建 2002/3/26 3,449,943

20,696,970

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

1

計画中 無

〇 有設置済 〇 〇

有無
台数
(台)

81.10 取得価格 31,119,900

耐震診断 不要 耐震対策

借地料

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用
オスト
メイト

ベビー
シート

不要

延床面積

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

管理状況 委託

単独／複合の別 単独

所在地 安芸市赤野字外浜田乙2933-210

土地
敷地面積 683.32

指定管理者等 駐車場台数 4

うち借地面積

81.10

円/年

R3.3.31委託期間 自 R2.4.1 至

建物

建築面積

NO 17 施設名称 赤野駅前広場

担当部課係 財産管理課　財産係 作成 令和3年3月 更新

１．土地・建物の概要

（１）全体

大分類 行政系施設 小分類 駅前広場 財産分類 行政財産



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

写真 写真 写真

（２）管理上の課題

課題
施設の整備から約20年経過し、設備の老朽化が進んでいる。バリアフリー化のため、オストメイト等の
新たな設備の導入が必要である。

今後の方針 施設の利便性向上及び長寿命化のため、計画的に設備等の更新や改修を行っていく。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

待合所 便所 駐輪場

実施内容
洋式化

温水洗浄便座

費　　用 550,800

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

実施個所 男性・女性便所

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

0

設置条例 安芸市駅前広場条例

設置目的・役割
土佐くろしお鉄道ごめん・なはり線の利便性の向上を図り、利用者の増進に努めるとともに地域の交
流を促進する

防災上の位置づけ

便所 木造銅板葺平家建 34.80 2002/3/26 26,947,526

その他の位置づけ

駐輪場 鉄骨造銅板葺平家建 2002/3/26 5,719,423

２．施設の概要

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

待合室 木造銅板葺平家建 20.70 2002/3/26 4,058,901

計画中 無

〇 無設置済 〇 〇

有無
台数
(台)

55.50 取得価格 38,422,650

耐震診断 不要 耐震対策

借地料

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用
オスト
メイト

ベビー
シート

不要

延床面積

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

管理状況

指定管理者等 駐車場台数 4

うち借地面積

55.50

円/年

R3.3.31委託期間 自 R2.4.1 至

建物

建築面積

財産分類

委託

単独／複合の別 単独

所在地 安芸市穴内字金山228、229-1

土地
敷地面積 394.00

NO 18 施設名称 穴内駅前広場

担当部課係 財産管理課　財産係 作成 令和3年3月 更新

１．土地・建物の概要

（１）全体

大分類 行政系施設 小分類 駅前広場 行政財産



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

写真 写真 写真

（２）管理上の課題

課題
施設の整備から約20年経過し、設備の老朽化が進んでいる。バリアフリー化のため、オストメイト等の
新たな設備の導入が必要である。

今後の方針 施設の利便性向上及び長寿命化のため、計画的に設備等の更新や改修を行っていく。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

待合所 便所 駐輪場

実施内容
洋式化

温水洗浄便座

費　　用 550,800

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

実施個所 男性・女性便所

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

0

設置条例 安芸市駅前広場条例

設置目的・役割
土佐くろしお鉄道ごめん・なはり線の利便性の向上を図り、利用者の増進に努めるとともに地域の交
流を促進する

防災上の位置づけ

便所 木造銅板葺平家建 34.80 2002/3/26 26,725,167

その他の位置づけ

駐輪場 鉄骨造銅板葺平家建 2002/3/26 3,015,432

２．施設の概要

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

待合所 木造銅板葺平家建 26.40 2002/3/26 3,478,251

計画中 無

〇 無設置済 〇 〇

有無
台数
(台)

61.20 取得価格 35,119,350

耐震診断 不要 耐震対策

借地料

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用
オスト
メイト

ベビー
シート

不要

延床面積

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

管理状況

指定管理者等 駐車場台数 2

うち借地面積

61.20

円/年

R3.3.31委託期間 自 R2.4.1 至

建物

建築面積

財産分類

委託

単独／複合の別 単独

所在地 安芸市伊尾木字ホウノスカ552-13、554-1、556-16

土地
敷地面積 195.00

NO 19 施設名称 伊尾木駅前広場

担当部課係 財産管理課　財産係 作成 令和3年3月 更新

１．土地・建物の概要

（１）全体

大分類 行政系施設 小分類 駅前広場 行政財産



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

写真 写真 写真

（２）管理上の課題

課題
施設の整備から約20年経過し、設備の老朽化が進んでいる。バリアフリー化のため、オストメイト等の
新たな設備の導入が必要である。

今後の方針 施設の利便性向上及び長寿命化のため、計画的に設備等の更新や改修を行っていく。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

待合所 便所 駐輪場

実施内容
洋式化

温水洗浄便座

費　　用 687,960

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

実施個所 男性・女性便所

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

0

設置条例 安芸市駅前広場条例

設置目的・役割
土佐くろしお鉄道ごめん・なはり線の利便性の向上を図り、利用者の増進に努めるとともに地域の交
流を促進する

防災上の位置づけ

便所 木造銅板葺平家建 34.80 2002/3/26 24,328,206

その他の位置づけ

駐輪場 鉄骨造銅板葺平家建 2002/3/26 2,938,950

２．施設の概要

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

待合所 木造銅板葺平家建 22.80 2002/3/26 2,629,494

計画中 無

〇 無設置済 〇 〇

有無
台数
(台)

57.60 取得価格 32,015,550

耐震診断 不要 耐震対策

借地料

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用
オスト
メイト

ベビー
シート

不要

延床面積

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

管理状況

指定管理者等 駐車場台数 3

うち借地面積

57.60

円/年

R3.3.31委託期間 自 R2.4.1 至

建物

建築面積

財産分類

委託

単独／複合の別 単独

所在地 安芸市下山字ヤブ田436-1、437-1

土地
敷地面積 254.62

NO 20 施設名称 下山駅前広場

担当部課係 財産管理課　財産係 作成 令和3年3月 更新

１．土地・建物の概要

（１）全体

大分類 行政系施設 小分類 駅前広場 行政財産



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

NO 21 施設名称 共同納骨堂

担当部課係 財産管理課　財産係 作成 令和3年3月 更新

建物

建築面積

１．土地・建物の概要

（１）全体

大分類 行政系施設 小分類 墓地 財産分類

オスト
メイト

ベビー
シート

行政財産 単独／複合の別 単独

所在地 安芸市西浜3044、3045

土地
敷地面積 650.00

指定管理者等 駐車場台数 3

うち借地面積

210.34

円/年

R3.3.31委託期間 自 R2.4.1 至

有無
台数
(台)

未

延床面積

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

管理状況 委託

210.34 取得価格 13,000,000

耐震診断 未 耐震対策

借地料

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用

計画中 無

無設置済

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

納骨堂 ＲＣ陸屋根平家建 210.34 1972/2/20 13,000,000

設置条例 安芸市立共同納骨堂設置条例

設置目的・役割 市民の生活環境の改善を図る目的

防災上の位置づけ その他の位置づけ

２．施設の概要

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

0

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

実施個所

実施内容

費　　用

写真 写真 写真

（２）管理上の課題

課題
施設整備から約50年経過し、老朽化が著しく、施設を存続させるためには大規模改修等を行わなければ
ならない。

今後の方針 施設の長寿命化のため、耐震診断を行い、改修を行う。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

共同納骨堂外観 共同納骨堂内観 共同納骨堂内観



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

写真 写真 写真

（２）管理上の課題

課題
経年劣化により修繕等が必要になってくる場面が想定される。また、令和元年度には、避難誘導照明の
不点灯が生じ、修繕を行った。

今後の方針 発災時には重要な緊急避難場所になることから、適切な維持管理を行っていく。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

外観 箇所名 箇所名

実施内容

費　　用

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

実施個所

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

0

設置条例 安芸市津波避難タワー条例

設置目的・役割 地震発生時に津波から避難するために設置

防災上の位置づけ 指定緊急避難場所 その他の位置づけ

２．施設の概要

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

津波避難タワー1号 鉄骨造 256.00 2014/1/31 88,407,686

計画中 無

無

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用
オスト
メイト

ベビー
シート

設置済 〇 〇

有無
台数
(台)

うち借地面積

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

管理状況 直営 委託期間 自

耐震診断 不要 耐震対策 不要

256.00

円/年

指定管理者等 駐車場台数 0

建物

建築面積

至

１．土地・建物の概要

（１）全体

大分類 行政系施設 小分類 津波避難タワー

256.00 取得価格

財産分類

延床面積

行政財産 単独／複合の別 単独

所在地 安芸市港町一丁目674番地10

土地
敷地面積

借地料

88,407,686

NO 22 施設名称 津波避難タワー１号

担当部課係 危機管理課　危機管理係 作成 令和3年3月 更新



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

写真 写真 写真

（２）管理上の課題

課題
現在のところ主だった不具合等はないが、建設から年数が経つにつれて、今後避難誘導照明のバッテ
リー等小さな不具合がででくることが想定される。

今後の方針 発災時には重要な緊急避難場所になることから、適切な維持管理を行っていく。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

外観 箇所名 箇所名

実施内容

費　　用

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

実施個所

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

0

設置条例 安芸市津波避難タワー条例

設置目的・役割 地震発生時に津波から避難するために設置

防災上の位置づけ 指定緊急避難場所 その他の位置づけ

２．施設の概要

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

津波避難タワー2号 鉄筋コンクリート造 430.82 2014/5/28 105,613,548

計画中 無

無

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用
オスト
メイト

ベビー
シート

設置済 〇 〇

有無
台数
(台)

うち借地面積

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

管理状況 直営 委託期間 自

耐震診断 不要 耐震対策 不要

430.82

円/年

指定管理者等 駐車場台数 0

建物

建築面積

至

１．土地・建物の概要

（１）全体

大分類 行政系施設 小分類 津波避難タワー

430.82 取得価格

財産分類

延床面積

行政財産 単独／複合の別 単独

所在地 安芸市矢ノ丸3丁目11番地

土地
敷地面積 430.82

借地料

105,613,548

NO 23 施設名称 津波避難タワー２号

担当部課係 危機管理課　危機管理係 作成 令和3年3月 更新



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

写真 写真 写真

（２）管理上の課題

課題
現在のところ主だった不具合等はないが、建設から年数が経つにつれて、今後避難誘導照明のバッテ
リー等小さな不具合がででくることが想定される。

今後の方針 発災時には重要な緊急避難場所になることから、適切な維持管理を行っていく。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

外観 箇所名 箇所名

実施内容

費　　用

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

実施個所

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

0

設置条例 安芸市津波避難タワー条例

設置目的・役割 地震発生時に津波から避難するために設置

防災上の位置づけ 指定緊急避難場所 その他の位置づけ

２．施設の概要

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

津波避難タワー3号 鉄筋コンクリート 431.52 2015/3/31 133,120,115

計画中 無

無

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用
オスト
メイト

ベビー
シート

設置済 〇 〇

有無
台数
(台)

うち借地面積

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

管理状況 直営 委託期間 自

耐震診断 不要 耐震対策 不要

431.52

円/年

指定管理者等 駐車場台数 0

建物

建築面積

至

１．土地・建物の概要

（１）全体

大分類 行政系施設 小分類 津波避難タワー

431.52 取得価格

財産分類

延床面積

行政財産 単独／複合の別 単独

所在地 安芸市本町5丁目2200番地1

土地
敷地面積 431.52

借地料

133,120,115

NO 24 施設名称 津波避難タワー３号

担当部課係 危機管理課　危機管理係 作成 令和3年3月 更新



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

写真 写真 写真

（２）管理上の課題

課題
現在のところ主だった不具合等はないが、建設から年数が経つにつれて、今後避難誘導照明のバッテ
リー等小さな不具合がででくることが想定される。

今後の方針 発災時には重要な緊急避難場所になることから、適切な維持管理を行っていく。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

外観 箇所名 箇所名

実施内容

費　　用

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

実施個所

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

0

設置条例 安芸市津波避難タワー条例

設置目的・役割 地震発生時に津波から避難するために設置

防災上の位置づけ 指定緊急避難場所 その他の位置づけ

２．施設の概要

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

津波避難タワー3号 鉄筋コンクリート造 275.65 2016/3/30 122,472,000

計画中 無

無

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用
オスト
メイト

ベビー
シート

設置済 〇 〇

有無
台数
(台)

うち借地面積

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

管理状況 直営 委託期間 自

耐震診断 不要 耐震対策 不要

275.65

円/年

指定管理者等 駐車場台数 0

建物

建築面積

至

１．土地・建物の概要

（１）全体

大分類 行政系施設 小分類 津波避難タワー

275.65 取得価格

財産分類

延床面積

行政財産 単独／複合の別 単独

所在地 安芸市土居1885番地1

土地
敷地面積 275.65

借地料

122,472,000

NO 25 施設名称 津波避難タワー４号

担当部課係 危機管理課　危機管理係 作成 令和3年3月 更新



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

写真 写真 写真

（２）管理上の課題

課題
現在のところ主だった不具合等はないが、建設から年数が経つにつれて、今後避難誘導照明のバッテ
リー等小さな不具合がででくることが想定される。

今後の方針 発災時には重要な緊急避難場所になることから、適切な維持管理を行っていく。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

外観 箇所名 箇所名

実施内容

費　　用

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

実施個所

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

0

設置条例 安芸市津波避難タワー条例

設置目的・役割 地震発生時に津波から避難するために設置

防災上の位置づけ 指定緊急避難場所 その他の位置づけ

２．施設の概要

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

津波避難タワー5号 鉄骨造 142.58 2016/2/29 196,163,640

計画中 無

無

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用
オスト
メイト

ベビー
シート

設置済 〇 〇

有無
台数
(台)

うち借地面積

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

管理状況 直営 委託期間 自

耐震診断 不要 耐震対策 不要

142.58

円/年

指定管理者等 駐車場台数 0

建物

建築面積

至

１．土地・建物の概要

（１）全体

大分類 行政系施設 小分類 津波避難タワー

142.58 取得価格

財産分類

延床面積

行政財産 単独／複合の別 単独

所在地 安芸市川北甲2043番地1

土地
敷地面積 142.58

借地料

196,163,640

NO 26 施設名称 津波避難タワー５号

担当部課係 危機管理課　危機管理係 作成 令和3年3月 更新



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

写真 写真 写真

（２）管理上の課題

課題
現在のところ主だった不具合等はないが、建設から年数が経つにつれて、今後避難誘導照明のバッテ
リー等小さな不具合がででくることが想定される。

今後の方針 発災時には重要な緊急避難場所になることから、適切な維持管理を行っていく。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

外観 箇所名 箇所名

実施内容

費　　用

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

実施個所

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

0

設置条例 安芸市津波避難タワー条例

設置目的・役割 地震発生時に津波から避難するために設置

防災上の位置づけ 指定緊急避難場所 その他の位置づけ

２．施設の概要

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

津波避難タワー6号 鉄骨造 211.20 2016/3/25 207,807,120

計画中 無

無

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用
オスト
メイト

ベビー
シート

設置済 〇 〇

有無
台数
(台)

うち借地面積

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

管理状況 直営 委託期間 自

耐震診断 不要 耐震対策 不要

211.20

円/年

指定管理者等 駐車場台数 0

建物

建築面積

至

１．土地・建物の概要

（１）全体

大分類 行政系施設 小分類 津波避難タワー

211.20 取得価格

財産分類

延床面積

行政財産 単独／複合の別 単独

所在地 安芸市伊尾木267番地1

土地
敷地面積 211.20

借地料

207,807,120

NO 27 施設名称 津波避難タワー６号

担当部課係 危機管理課　危機管理係 作成 令和3年3月 更新



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

写真 写真 写真

（２）管理上の課題

課題
現在のところ主だった不具合等はないが、建設から年数が経つにつれて、今後避難誘導照明のバッテ
リー等小さな不具合がででくることが想定される。

今後の方針 発災時には重要な緊急避難場所になることから、適切な維持管理を行っていく。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

外観 箇所名 箇所名

実施内容

費　　用

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

実施個所

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

0

設置条例 安芸市津波避難タワー条例

設置目的・役割 地震発生時に津波から避難するために設置

防災上の位置づけ 指定緊急避難場所 その他の位置づけ

２．施設の概要

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

津波避難タワー7号 鉄骨造 295.84 2016/11/7 268,079,760

計画中 無

無

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用
オスト
メイト

ベビー
シート

設置済 〇 〇

有無
台数
(台)

うち借地面積

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

管理状況 直営 委託期間 自

耐震診断 不要 耐震対策 不要

295.84

円/年

指定管理者等 駐車場台数 0

建物

建築面積

至

１．土地・建物の概要

（１）全体

大分類 行政系施設 小分類 津波避難タワー

295.84 取得価格

財産分類

延床面積

行政財産 単独／複合の別 単独

所在地 安芸市川北甲1451番地10

土地
敷地面積 295.84

借地料

268,079,760

NO 28 施設名称 津波避難タワー７号

担当部課係 危機管理課　危機管理係 作成 令和3年3月 更新



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

写真 写真 写真

（２）管理上の課題

課題
現在のところ主だった不具合等はないが、建設から年数が経つにつれて、今後避難誘導照明のバッテ
リー等小さな不具合がででくることが想定される。

今後の方針 発災時には重要な緊急避難場所になることから、適切な維持管理を行っていく。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

外観 箇所名 箇所名

実施内容

費　　用

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

実施個所

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

0

設置条例 安芸市津波避難タワー条例

設置目的・役割 地震発生時に津波から避難するために設置

防災上の位置づけ 指定緊急避難場所 その他の位置づけ

２．施設の概要

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

津波避難タワー8号 鉄骨造 295.20 2016/12/7 222,832,080

計画中 無

無

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用
オスト
メイト

ベビー
シート

設置済 〇 〇

有無
台数
(台)

うち借地面積

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

管理状況 直営 委託期間 自

耐震診断 不要 耐震対策 不要

295.20

円/年

指定管理者等 駐車場台数 0

建物

建築面積

至

１．土地・建物の概要

（１）全体

大分類 行政系施設 小分類 津波避難タワー

295.20 取得価格

財産分類

延床面積

行政財産 単独／複合の別 単独

所在地 安芸市伊尾木493番地15

土地
敷地面積 295.20

借地料

222,832,080

NO 29 施設名称 津波避難タワー８号

担当部課係 危機管理課　危機管理係 作成 令和3年3月 更新



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

１．土地・建物の概要

（１）全体

大分類 行政系施設 小分類 津波避難タワー 財産分類

NO 30 施設名称 津波避難タワー９号

担当部課係 危機管理課　危機管理係 作成 令和3年3月 更新

行政財産 単独／複合の別 単独

所在地 安芸市川北甲7102番地3

土地
敷地面積 169.00 うち借地面積

円/年借地料

管理状況 直営 委託期間 自

建物

建築面積 169.00 取得価格 238,134,600

耐震診断 不要 耐震対策

延床面積

不要

169.00

至

指定管理者等 駐車場台数 0

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

無

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用
オスト
メイト

ベビー
シート

有無
台数
(台)

設置済 〇 〇

計画中 無

防災上の位置づけ 指定緊急避難場所 その他の位置づけ

津波避難タワー9号 鉄骨造 169.00 2017/8/18 238,134,600

２．施設の概要

設置条例 安芸市津波避難タワー条例

設置目的・役割 地震発生時に津波から避難するために設置

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

0

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

実施個所

実施内容

費　　用

箇所名

写真

外観

写真

（２）管理上の課題

課題
現在のところ主だった不具合等はないが、建設から年数が経つにつれて、今後避難誘導照明のバッテ
リー等小さな不具合がででくることが想定される。

今後の方針 発災時には重要な緊急避難場所になることから、適切な維持管理を行っていく。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

箇所名

写真



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

写真 写真 写真

（２）管理上の課題

課題
現在のところ主だった不具合等はないが、建設から年数が経つにつれて、今後避難誘導照明のバッテ
リー等小さな不具合がででくることが想定される。

今後の方針 発災時には重要な緊急避難場所になることから、適切な維持管理を行っていく。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

外観 箇所名 箇所名

実施内容

費　　用

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

実施個所

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

0

設置条例 安芸市津波避難タワー条例

設置目的・役割 地震発生時に津波から避難するために設置

防災上の位置づけ 指定緊急避難場所 その他の位置づけ

２．施設の概要

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

津波避難タワー10号 鉄骨造 201.60 2017/10/11 197,889,480

設置済 〇 〇

計画中 無

無

至

有無
台数
(台)

指定管理者等 駐車場台数 0

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

管理状況 直営 委託期間 自

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用
オスト
メイト

ベビー
シート

201.60

円/年借地料

建物

建築面積 201.60 取得価格 197,889,480

耐震診断 不要 耐震対策 不要

延床面積

所在地 安芸市伊尾木3718番地19

土地
敷地面積 201.60

小分類 津波避難タワー 財産分類

うち借地面積

１．土地・建物の概要

（１）全体

大分類 行政系施設

NO 31 施設名称 津波避難タワー10号

担当部課係 危機管理課　危機管理係 作成 令和3年3月 更新

行政財産 単独／複合の別 単独



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



保健・福祉系施設個別施設カルテ 

施設一覧 

1 寿老人憩の家 

2 高齢者活動センター・老人憩の家 

3 安芸市健康ふれあいセンター 

4 安芸市元気農園トイレ 

5 デイサービスセンター「はまちどり」 

6 安芸市介護予防拠点施設「すみれ」 

7 安芸市地域包括支援センター「ひまわり」 

8 安芸おひさま保育所 

9 伊尾木保育所 

10 川北保育所 

11 土居保育所 

12 井ノ口保育所 

13 穴内保育所 

14 赤野保育所 

15 矢ノ丸保育園（幼児棟） 

16 矢ノ丸保育園（乳児棟） 

17 児童センター 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

写真

建物外観

写真

（２）管理上の課題

課題
施設建築後40年以上が経過しており、経年劣化が進んでいる。直営管理ではあるが、出入口の鍵の開閉
は市民館にお願いしている。

今後の方針 利用状況を精査し、管理の移管や廃止を含めた検討を行う。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

劣化箇所（北側雨どい）

写真

費　　用

撤去（南側歩行訓練用砂利）

実施個所

実施内容

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

老人の教養の向上と健康の増進を図る

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

0

防災上の位置づけ その他の位置づけ

寿老人憩の家 木造平屋建 90.33 1978/3/30 7,380,000

２．施設の概要

設置条例 安芸市老人憩の家条例

設置目的・役割

計画中 無

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

無

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用
オスト
メイト

ベビー
シート

有無
台数
(台)

設置済

指定管理者等 駐車場台数 0

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

管理状況 直営 委託期間 自

建物

建築面積 90.33 取得価格 7,380,000

耐震診断 未 耐震対策

延床面積

未

90.33

至

行政財産 単独／複合の別 単独

所在地 安芸市本町五丁目１７番２号

土地
敷地面積 うち借地面積

円/年借地料

NO 1 施設名称 寿老人憩の家

担当部課係 市民課　健康ふれあい係 作成 更新

１．土地・建物の概要

（１）全体

大分類 保健福祉系施設 小分類 保健福祉施設 財産分類



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

１．土地・建物の概要

（１）全体

大分類 保健福祉系施設 小分類 保健福祉施設 財産分類

NO 2 施設名称 高齢者活動センター・老人憩の家

担当部課係 市民課　健康ふれあい係 作成 更新

行政財産 単独／複合の別 単独

所在地 安芸市寿町２－８

土地
敷地面積 うち借地面積

円/年借地料

管理状況 直営 委託期間 自

建物

建築面積 取得価格 40,240,000

耐震診断 不要 耐震対策 不要

延床面積 270.18

至

指定管理者等 駐車場台数 0

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

無

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用
オスト
メイト

ベビー
シート

有無
台数
(台)

設置済 〇

計画中 無

防災上の位置づけ その他の位置づけ

高齢者活動センター・老人憩の家 RC２階建 270.18 1987/3/31 40,240,000

２．施設の概要

設置条例 安芸市老人憩の家条例

設置目的・役割 老人の教養の向上と健康の増進を図る

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

0

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

実施個所

写真 写真 写真

実施内容

費　　用

建物外観 劣化箇所（建物南西通路） 箇所名

（２）管理上の課題

課題
施設建築後30年以上が経過しており、経年劣化が進んでいる。清掃については、安芸市シルバー人材セ
ンターに委託している。

今後の方針 指定管理の実施を検討する。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

１．土地・建物の概要

（１）全体

大分類 保健福祉系施設 小分類 保健福祉施設 財産分類

NO 3 施設名称 安芸市健康ふれあいセンター

担当部課係 市民課　健康ふれあい係 作成 更新

行政財産 単独／複合の別 単独

所在地 安芸市寿町１－７

土地
敷地面積 9,118.04 うち借地面積

円/年借地料

管理状況 直営 委託期間 自

建物

建築面積 1,887.14 取得価格 613,092,000

耐震診断 不要 耐震対策 不要

延床面積 1,914.01

至

指定管理者等 駐車場台数 100

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

〇 有

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用
オスト
メイト

ベビー
シート

有無
台数
(台)

設置済 〇 〇 〇 〇 〇 4

計画中 無

防災上の位置づけ その他の位置づけ 投票所

安芸市健康ふれあいセンター RC２階建 1,914.01 1999/2/28 613,092,000

２．施設の概要

設置条例 安芸市健康ふれあいセンター条例

設置目的・役割 市民の日常生活に密着した保健サービスを実施し、市民の健康づくりに寄与する

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

45,873 47,287 47,157 46,783 46,775

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

実施個所

写真 写真 写真

実施内容

費　　用

建物外観 箇所名 箇所名

（２）管理上の課題

課題
新庁舎建設の際に事務所も移転する予定であるが、各種健康診断や乳幼児健診の会場として引き続き利
用するため、老朽化した施設の改修（冷暖房設備など）が必要である。また、元気風呂についても、ボ
イラー設備など老朽化が著しい。

今後の方針
今後も健康診断会場等として利用するため、適切な維持管理を行っていく。また、元気風呂については
大規模改修が必要になった場合は施設の在り方を再検討する。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

建物外観 箇所名 箇所名

（２）管理上の課題

課題
設置条例がなく、設置した経緯も不明。
元気農園を使用している人も不明であるため、トイレの使用も不明。

今後の方針 課題を確認し、廃止を含めた検討を行う。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

実施個所

写真 写真 写真

実施内容

費　　用

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

0

防災上の位置づけ その他の位置づけ

安芸市元気農園トイレ 木造平屋建 3.61 2001/2/19 1,428,000

２．施設の概要

設置条例

設置目的・役割

計画中 無

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

無

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用
オスト
メイト

ベビー
シート

有無
台数
(台)

設置済

指定管理者等 駐車場台数 0

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

管理状況 直営 委託期間 自

建物

建築面積 3.61 取得価格 1,428,000

耐震診断 不要 耐震対策 不要

延床面積 3.61

至

行政財産 単独／複合の別 単独

所在地 安芸市伊尾木字元ノ尾３４６２－２

土地
敷地面積 うち借地面積

円/年借地料

NO 4 施設名称 安芸市元気農園トイレ

担当部課係 市民課　健康ふれあい係 作成 更新

１．土地・建物の概要

（１）全体

大分類 保健福祉系施設 小分類 保健福祉施設 財産分類



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

フロア

写真

費　　用

建物外観

写真

（２）管理上の課題

課題
令和元年度に空調設備入替工事、給湯配管設備改修工事を実施するが、施設建設後30年を経過し、経年
劣化による老朽化等あり。

今後の方針 小規模修繕を行いながら維持管理に努める。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

浴室

写真

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

実施個所

実施内容

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

487 335 351 351 381

設置条例 安芸市デイサービスセンターの設置及び管理に関する条例

設置目的・役割 介護保険法の規定による通所介護に係る給付を受けるもの及び虚弱老人等に対し、通所又は訪問により各種サービスを提供し、福祉の向上を図る

防災上の位置づけ その他の位置づけ

２．施設の概要

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

デイサービスセンター「はまちどり」 鉄筋コンクリート 422.35 1990/3/31 100,139,785

計画中 無

無設置済 〇 〇 〇

有無
台数
(台)

不要

延床面積

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

管理状況 指定管理

422.35 取得価格 100,139,785

耐震診断 不要 耐震対策

借地料

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用
オスト
メイト

ベビー
シート

行政財産 単独／複合の別 単独

所在地 安芸市寿町2-3

土地
敷地面積 789.00

指定管理者等 社会福祉法人　安芸市社会福祉協議会 駐車場台数 0

うち借地面積

422.35

円/年

R3.3.31委託期間 自 H28.4.1 至

建物

建築面積

１．土地・建物の概要

（１）全体

大分類 保健福祉系施設 小分類 高齢者福祉施設 財産分類

NO 5 施設名称 デイサービスセンター「はまちどり」

担当部課係 市民課　介護保険係 作成 令和3年3月 更新



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

NO 6 施設名称 安芸市介護予防拠点施設「すみれ」

担当部課係 市民課　介護保険係 作成 令和3年3月 更新

建物

建築面積

１．土地・建物の概要

（１）全体

大分類 保健福祉系施設 小分類 高齢者福祉施設 財産分類

オスト
メイト

ベビー
シート

行政財産 単独／複合の別 単独

所在地 安芸市寿町1-7

土地
敷地面積 172.04

指定管理者等 特定非営利法人　安芸老人問題研究会 駐車場台数 2

うち借地面積

172.04

円/年

R3.3.31委託期間 自 H28.4.4 至

有無
台数
(台)

不要

延床面積

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

管理状況 指定管理

172.04 取得価格 28,951,650

耐震診断 不要 耐震対策

借地料

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用

計画中 無

無設置済 〇 〇

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

安芸市介護予防拠点施設「すみれ」 木造 172.04 2002/3/26 28,951,650

設置条例 安芸市介護予防拠点施設条例

設置目的・役割 高齢者の健康維持、介護予防知識並びに介護方法の普及を図り、もって住民福祉を増進するため

防災上の位置づけ その他の位置づけ

２．施設の概要

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

1,649 2,414 2,224 2,314 2,150

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

実施個所

実施内容

箇所名

写真

費　　用

外観

写真

（２）管理上の課題

課題
施設建築後約20年が経過しており、経年劣化が進んでいる。また、ホールのエアコン2台が古く、故障して
も部品がないと業者に言われている。

今後の方針 地域住民（利用者）にとっては、必要不可欠な施設であるため、これまで同様維持管理を行っていく

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

内観

写真
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４．対策費用

箇所名

写真

外観

写真

（２）管理上の課題

課題
建築後20年たっているが、建物自体に目立った劣化は見られない。建物内にある水道から水漏れがし、2回ほ
ど財産管理課にボルトを締めてもらったが、水道部品の劣化が原因と聞いている。
平成18年から地域包括支援センターとなっているが、スタッフが増えたので手狭になっている。

今後の方針 地域包括支援センターは市役所新庁舎市民課内に移転予定。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

箇所名

写真

実施内容

費　　用

実施個所

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

２．施設の概要

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

不明 不明

設置条例

設置目的・役割
地域住民の心身の健康の保持及び生活の安定のために必要な援助を行うことにより、その保健医療の向上及び福祉の増
進を包括的に支援する(介護保険法115条の46)

防災上の位置づけ その他の位置づけ

472 438 455

地域包括支援センター
「ひまわり」

RC構造　1階建 89.95 2000/3/24

計画中 無

設置済

22,136,766

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

1〇

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

有

授乳室
段差なし

案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用
オスト
メイト

ベビー
シート

駐車場台数 1

至

有無
台数
(台)

89.95

円/年借地料

管理状況 直営 委託期間 自

指定管理者等

建物

建築面積 89.95 取得価格 22,136,766

耐震診断 不要 耐震対策 不要

延床面積

行政財産 単独／複合の別 単独

所在地 安芸市矢ノ丸1丁目4番40号

土地
敷地面積 うち借地面積

NO 7 施設名称 安芸市地域包括支援センター「ひまわり」

担当部課係 市民課　地域包括支援センター 作成 令和3年3月 更新

１．土地・建物の概要

（１）全体

大分類 保健福祉系施設 小分類 高齢者福祉施設 財産分類
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外観 保育室 ホール

（２）管理上の課題

課題 2保育所を統合しH29年度に建築。現状目立った劣化等は見られない。

今後の方針
子育ての拠点として位置付けられ、避難所にもなっているため、今後も長期に渡り維持管理を行って行
く。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

実施個所 駐車場

写真 写真 写真

実施内容 駐車場一部整備

費　　用 2,354,400円

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

保育を必要とする乳児・幼児を日々保護者の下から通わせて保育を行う（児童福祉法第39条）

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

110 100 105

防災上の位置づけ 緊急避難場所・避難所 その他の位置づけ

安芸おひさま保育所 木造平屋一部鉄筋コンクリート 1,613.49 2017/6/9 621,766,800

２．施設の概要

設置条例 安芸市保育所設置条例

設置目的・役割

計画中 無

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

有

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用
オスト
メイト

ベビー
シート

有無
台数
(台)

設置済 〇 〇 1

指定管理者等 駐車場台数 87

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

管理状況 直営 委託期間 自

建物

建築面積 1,613.49 取得価格 621,766,800

耐震診断 不要 耐震対策

延床面積

不要

1,613.49

至

行政財産 単独／複合の別 単独

所在地 安芸市西浜570番地

土地
敷地面積 7,454.81

0

うち借地面積 0

円/年借地料

NO 8 施設名称 安芸おひさま保育所

担当部課係 福祉事務所　こども係 作成 令和3年3月 更新

１．土地・建物の概要
（１）全体

大分類 保健福祉系施設 小分類 保育所 財産分類
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１．土地・建物の概要
（１）全体

大分類 保健福祉系施設 小分類 保育所 財産分類

NO 9 施設名称 伊尾木保育所

担当部課係 福祉事務所　こども係 作成 令和3年3月 更新

行政財産 単独／複合の別 単独

所在地 安芸市伊尾木818

土地
敷地面積

0

うち借地面積 0

円/年借地料

管理状況 直営 委託期間 自

建物

建築面積 530.36 取得価格 110,742,317

耐震診断 済 耐震対策

延床面積

不要

530.36

至

指定管理者等 駐車場台数 4

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

無

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用
オスト
メイト

ベビー
シート

有無
台数
(台)

設置済

計画中 無

防災上の位置づけ 指定避難場所・一時避難場所・収容避難施設 その他の位置づけ

伊尾木保育所 鉄筋平屋 530.36 1982/4/1 77,750,000

太陽光発電設備 2008/3/11 12,390,000

蓄電池設置 2015/9/7 18,991,800

２．施設の概要

設置条例 安芸市保育所設置条例

設置目的・役割 保育を必要とする乳児・幼児を日々保護者の下から通わせて保育を行う（児童福祉法第39条）

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

25 23 25 26 25

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

実施個所
①保育室ほか
②駐車場

写真 写真 写真

実施内容
①空調整備
②駐車場整備

費　　用
①10,538,000
②2,387,000

外観 庇爆裂修繕跡 内装劣化状況（写真はホール）

（２）管理上の課題

課題
S57築のため老朽化が進んでいる。雨漏り、内装の劣化、漏水、庇のコンクリート爆裂が発生しており随
時部分的な修繕を行っている。また、シロアリの被害の経過があり防虫対応しているが一部劣化有

今後の方針
利用者数の減少により市保育所全体の統廃合の検討対象となっているが、地域住民にとっては必要不可
欠な施設であり、避難所にもなっているため、当分の間、これまで同様維持管理を行っていく。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所
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１．土地・建物の概要
（１）全体

大分類 保健福祉系施設 小分類 保育所 財産分類

NO 10 施設名称 川北保育所

担当部課係 福祉事務所　こども係 作成 令和3年3月 更新

行政財産 単独／複合の別 単独

所在地 安芸市川北甲2548-1

土地
敷地面積 うち借地面積

円/年借地料

管理状況 直営 委託期間 自

建物

建築面積 690.45 取得価格 109,496,086

耐震診断 済 耐震対策

延床面積

不要

690.45

至

指定管理者等 駐車場台数 3

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

無

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用
オスト
メイト

ベビー
シート

有無
台数
(台)

設置済

計画中 無

防災上の位置づけ その他の位置づけ

川北保育所 鉄筋コンクリート平屋 600.02 1987/3/10 94,250,000

川北保育所（増築） 鉄筋コンクリート平屋 90.43 1990/11/1 11,124,000

川北保育所プール 1978/7/10 1,300,000

２．施設の概要

設置条例 安芸市保育所設置条例

設置目的・役割 保育を必要とする乳児・幼児を日々保護者の下から通わせて保育を行う（児童福祉法第39条）

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

51 45 36 28 40

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

実施個所 保育室ほか

写真 写真 写真

実施内容 空調整備

費　　用 1,595,000円

外観 庇爆裂修繕跡 内装劣化状況（写真はホール）

（２）管理上の課題

課題
S62築のため老朽化が進んでいる。雨漏り、内装の劣化、漏水、庇のコンクリート爆裂が発生しており随
時部分的な修繕を行っている。

今後の方針
津波浸水区域に位置し、利用者数の減少により市保育所全体の統廃合の検討対象となっているが、地域
住民にとっては必要不可欠な施設であり、当分の間、これまで同様維持管理を行っていく。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所
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１．土地・建物の概要
（１）全体

大分類 保健福祉系施設 小分類 保育所 財産分類

NO 11 施設名称 土居保育所

担当部課係 福祉事務所　こども係 作成 令和3年3月 更新

行政財産 単独／複合の別 単独

所在地 安芸市土居1056

土地
敷地面積 うち借地面積

円/年借地料

管理状況 直営 委託期間 自

建物

建築面積 733.08 取得価格 96,727,050

耐震診断 済 耐震対策

延床面積

不要

733.08

至

指定管理者等 駐車場台数 8

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

無

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用
オスト
メイト

ベビー
シート

有無
台数
(台)

設置済

計画中 無

防災上の位置づけ 緊急避難場所・避難所 その他の位置づけ

土居保育所 鉄筋コンクリート平屋 733.08 1979/9/10 96,727,050

２．施設の概要

設置条例 安芸市保育所設置条例

設置目的・役割 保育を必要とする乳児・幼児を日々保護者の下から通わせて保育を行う（児童福祉法第39条）

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

75 74 70 76 74

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

実施個所 保育室ほか

写真 写真 写真

実施内容 空調整備

費　　用 14,575,000円

外観 庇爆裂修繕跡 内装劣化状況（写真は保育室）

（２）管理上の課題

課題
S54築のため老朽化が進んでいる。雨漏り、内装の劣化、漏水、庇のコンクリート爆裂が発生しており随
時部分的な修繕を行っている。

今後の方針
津波浸水区域に位置し、利用者数の減少により市保育所全体の統廃合の検討対象となっているが、地域
住民にとっては必要不可欠な施設であり、避難所にもなっているため、当分の間、これまで同様維持管
理を行っていく。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所
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１．土地・建物の概要
（１）全体

大分類 保健福祉系施設 小分類 保育所 財産分類

NO 12 施設名称 井ノ口保育所

担当部課係 福祉事務所　こども係 作成 令和3年3月 更新

行政財産 単独／複合の別 単独

所在地 安芸市井ノ口乙72

土地
敷地面積 うち借地面積

円/年借地料

管理状況 直営 委託期間 自

建物

建築面積 726.00 取得価格 98,754,000

耐震診断 済 耐震対策

延床面積

不要

726.00

至

指定管理者等 駐車場台数 6

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

無

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用
オスト
メイト

ベビー
シート

有無
台数
(台)

設置済

計画中 無

防災上の位置づけ 緊急避難場所・避難所 その他の位置づけ

井ノ口保育所 鉄筋平屋 726.00 1980/4/1 89,530,000

井ノ口保育所プール 1981/8/11 5,250,000

井ノ口保育所外構 1982/3/31 2,000,000

２．施設の概要

設置条例 安芸市保育所設置条例

設置目的・役割 保育を必要とする乳児・幼児を日々保護者の下から通わせて保育を行う（児童福祉法第39条）

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

49 48 50 47 49

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

実施個所 保育室ほか

写真 写真 写真

実施内容 空調整備

費　　用 13,222,000円

外観 庇爆裂 内装劣化状況（写真はホール）

（２）管理上の課題

課題
S55築のため老朽化が進んでいる。雨漏り、内装の劣化、漏水、庇のコンクリート爆裂が発生しており随
時部分的な修繕を行っている。

今後の方針
利用者数の減少により市保育所全体の統廃合の検討対象となっているが、地域住民にとっては必要不可
欠な施設であり、避難所にもなっているため、当分の間、これまで同様維持管理を行っていく。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所
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１．土地・建物の概要
（１）全体

大分類 保健福祉系施設 小分類 保育所 財産分類

NO 13 施設名称 穴内保育所

担当部課係 福祉事務所　こども係 作成 令和3年3月 更新

行政財産 単独／複合の別 単独

所在地 安芸市穴内乙1688

土地
敷地面積 うち借地面積

円/年借地料

管理状況 直営 委託期間 自

建物

建築面積 349.30 取得価格 54,430,771

耐震診断 済 耐震対策

延床面積

不要

349.30

至

指定管理者等 駐車場台数 3

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

無

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用
オスト
メイト

ベビー
シート

有無
台数
(台)

設置済

計画中 無

防災上の位置づけ 緊急避難場所・避難所 その他の位置づけ

穴内保育所 鉄筋コンクリート平屋 349.30 1983/3/15 46,500,000

穴内保育所外構 1978/3/31 2,000,000

穴内保育所給排水設備 1978/2/28 4,750,000

２．施設の概要

設置条例 安芸市保育所設置条例

設置目的・役割 保育を必要とする乳児・幼児を日々保護者の下から通わせて保育を行う（児童福祉法第39条）

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

21 20 16 12 17

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

実施個所
①保育室ほか
②駐車場

写真 写真 写真

実施内容
①空調整備
②駐車場整備

費　　用
①6,732,000
②4,609,000

外観 庇爆裂修繕跡 内装劣化状況（写真は保育室）

（２）管理上の課題

課題
S58築のため老朽化が進んでいる。雨漏り、内装の劣化、漏水、庇のコンクリート爆裂が発生しており随
時部分的な修繕を行っている。

今後の方針
利用者数の減少により市保育所全体の統廃合の検討対象となっているが、地域住民にとっては必要不可
欠な施設であり、避難所にもなっているため、当分の間、これまで同様維持管理を行っていく。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所
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４．対策費用

１．土地・建物の概要
（１）全体

大分類 保健福祉系施設 小分類 保育所 財産分類

NO 14 施設名称 赤野保育所

担当部課係 福祉事務所　こども係 作成 令和3年3月 更新

行政財産 単独／複合の別 単独

所在地 安芸市赤野乙49-3

土地
敷地面積 うち借地面積

円/年借地料

管理状況 直営 委託期間 自

建物

建築面積 466.00 取得価格 74,540,720

耐震診断 済 耐震対策

延床面積

済

558.00

至

指定管理者等 駐車場台数 5

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

無

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用
オスト
メイト

ベビー
シート

有無
台数
(台)

設置済

計画中 無

防災上の位置づけ 緊急避難場所・避難所 その他の位置づけ

赤野保育所 鉄筋コンクリート2階建 558.00 1978/5/31 53,500,000

工作物等 21,040,720

２．施設の概要

設置条例 安芸市保育所設置条例

設置目的・役割 保育を必要とする乳児・幼児を日々保護者の下から通わせて保育を行う（児童福祉法第39条）

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

18 18 18 16 18

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

実施個所 保育室ほか

写真 写真 写真

実施内容 空調整備

費　　用 10,274,000円

外観 庇爆裂修繕跡 内装劣化状況（写真は保育室）

（２）管理上の課題

課題
S53築のため老朽化が進んでいる。雨漏り、内装の劣化、漏水、庇のコンクリート爆裂が発生しており随
時部分的な修繕を行っている。

今後の方針
津波浸水区域に位置し、利用者数の減少により市保育所全体の統廃合の検討対象となっているが、地域
住民にとっては必要不可欠な施設であり、避難所にもなっているため、当分の間、これまで同様維持管
理を行っていく。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所
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４．対策費用

１．土地・建物の概要
（１）全体

大分類 保健福祉系施設 小分類 保育所 財産分類

NO 15 施設名称 矢ノ丸保育園（幼児棟）

担当部課係 福祉事務所　こども係 作成 令和3年3月 更新

行政財産 単独／複合の別 単独

所在地 安芸市矢ノ丸3-13-1

土地
敷地面積 うち借地面積

円/年借地料

管理状況 委託 委託期間 自 R2.4.1

建物

建築面積 1,031.78 取得価格 240,077,280

耐震診断 済 耐震対策

延床面積

不要

1,031.78

R3.3.31至

指定管理者等 社会福祉法人ふるさと自然村 駐車場台数 4

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

無

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用
オスト
メイト

ベビー
シート

有無
台数
(台)

設置済

計画中 無

防災上の位置づけ 緊急避難場所（広域避難場所） その他の位置づけ

矢ノ丸保育園幼児棟 鉄筋コンクリート平屋 1,031.78 1996/3/4 240,077,280

２．施設の概要

設置条例 安芸市保育所設置条例

設置目的・役割 保育を必要とする乳児・幼児を日々保護者の下から通わせて保育を行う（児童福祉法第39条）

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

135 126 122 118 125

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

実施個所

写真 写真 写真

実施内容

費　　用

外観 内装劣化状況（写真は保育室） 設備状況（写真は調理室）

（２）管理上の課題

課題
H8築、H18に民間委託した市内では比較的新しい保育施設だが、老朽化が一定進んでいる。電気等設備お
よび内装の劣化が目立ち、受託者により随時部分的な修繕を行っている。

今後の方針
津波浸水区域に位置し、利用者数も減少しているが、市街地住民の需要を満たすために必要不可欠な施
設であり、当分の間、これまで同様受託者により維持管理が行われる。
今後、大規模改修が必要となった場合は、市費の投入が必要と考えられる。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所
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外観 木製外建具劣化状況 内装状況（写真は保育室）

（２）管理上の課題

課題
H8築、H18に民間委託した市内では比較的新しい保育施設だが、老朽化が一定進んでいる。電気等設備、
内装、木製外建具の劣化が目立ち、受託者により随時部分的な修繕を行っている。

今後の方針
津波浸水区域に位置し、利用者数も減少している。隣接する矢ノ丸保育園（幼児棟）を含めると施設規
模が過大となっている。これまで同様受託者により維持管理が行われるが、矢ノ丸保育園（幼児棟）と
の設備の共用や大規模改修が必要となった場合は、市費の投入が必要と考えられる。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

実施個所

写真 写真 写真

実施内容

費　　用

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

保育を必要とする乳児・幼児を日々保護者の下から通わせて保育を行う（児童福祉法第39条）

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

45 39 48 42 44

防災上の位置づけ 緊急避難場所（広域避難場所） その他の位置づけ

矢ノ丸保育園乳児棟 木造平屋 734.66 1999/12/1 114,299,124

２．施設の概要

設置条例 安芸市保育所設置条例

設置目的・役割

計画中 無

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

無

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用
オスト
メイト

ベビー
シート

有無
台数
(台)

設置済

指定管理者等 社会福祉法人ふるさと自然村 駐車場台数 2

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

管理状況 委託 委託期間 自 R2.4.1

建物

建築面積 734.66 取得価格 114,299,124

耐震診断 済 耐震対策

延床面積

不要

734.66

R3.3.31至

行政財産 単独／複合の別 単独

所在地 安芸市矢ノ丸3-13-1

土地
敷地面積 うち借地面積

円/年借地料

NO 16 施設名称 矢ノ丸保育園（乳児棟）

担当部課係 福祉事務所　こども係 作成 令和3年3月 更新

１．土地・建物の概要
（１）全体

大分類 保健福祉系施設 小分類 保育所 財産分類
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１．土地・建物の概要
（１）全体

大分類 保健福祉系施設 小分類 児童センター 財産分類

NO 17 施設名称 児童センター

担当部課係 福祉事務所　こども係 作成 令和3年3月 更新

行政財産 単独／複合の別 単独

所在地 安芸市千歳町1-33

土地
敷地面積 うち借地面積

円/年借地料

管理状況 指定管理 委託期間 自 R2.4.1

建物

建築面積 324.00 取得価格 32,920,000

耐震診断 済 耐震対策

延床面積

不要

324.00

R3.3.31至

指定管理者等 特定非営利法人人権と環境を守り育てる会 駐車場台数 1

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

無

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用
オスト
メイト

ベビー
シート

有無
台数
(台)

設置済

計画中 無

防災上の位置づけ その他の位置づけ

安芸市児童センター 鉄筋コンクリート陸屋根平屋 324.00 1979/3/31 32,920,000

２．施設の概要

設置条例 安芸市児童センター条例

設置目的・役割 児童の健全な育成を図る

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

3,661 3,505 3,200 3,306 3,418

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

実施個所

写真 写真 写真

実施内容

費　　用

外観 外壁塗装剥離 内部の状況（写真はトイレ）

（２）管理上の課題

課題 S54築のため老朽化が進んでおり、随時部分的な修繕が発生している。

今後の方針
津波浸水区域に位置していることや、利用者数の減少はあるが、地域の児童の健全育成のために必要な
施設であり、当分の間、これまで同様維持管理を行っていく。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所
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４．対策費用

１．土地・建物の概要

（１）全体

大分類 環境衛生系施設 小分類 ごみ処理施設 財産分類

NO 1 施設名称 一般廃棄物最終処分場

担当部課係 環境課　環境整備係 作成 令和3年3月 更新

行政財産 単独／複合の別

建物

建築面積 673.66 取得価格 942,804,837

耐震診断 不要 耐震対策

延床面積 844.21

単独

所在地 安芸市伊尾木黒瀬谷山奥下モ4035番イ

土地
敷地面積 23,500.00 うち借地面積

不要

円/年

障害者用駐車場

授乳室

管理状況 直営 委託期間 自 至

有無
台数
(台)

指定管理者等 駐車場台数 15

借地料

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用
オスト
メイト

ベビー
シート

設置済

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ

計画中 無

無

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

搬入管理棟 木造平屋建 62.40 1995/2/6 14,405,901

設置条例 安芸市廃棄物の処理及び清掃に関する条例

設置目的・役割
廃棄物の排出を抑制し、及び廃棄物の適正な分別、保管、収集、運搬、再生、処分等の処理をし、並
びに生活環境を清潔にすることにより、生活環境の保全及び公衆衛生の向上を図る。

防災上の位置づけ

浸出水処理施設 鉄筋コンクリート造2F 352.60 1995/2/6 295,367,039

その他の位置づけ 災害ごみ処理の拠点

前処理施設 鉄骨造平屋建 195.00 1995/3/29 119,480,000

２．施設の概要

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

0

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

実施個所

実施内容

水処理棟

写真

費　　用

前処理（粗大ごみストックヤード）

写真

（２）管理上の課題

課題 水処理施設及び粗大ごみの破砕機等の機械類が老朽化。

今後の方針 機器類の更新やオーバーホール等で設備の延命化を図る。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

前処理（不燃破砕機）

写真
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NO 2 施設名称 安芸市リサイクルプラザ

担当部課係 環境課　環境整備係 作成 令和3年3月 更新

建物

建築面積

１．土地・建物の概要

（１）全体

大分類 環境衛生系施設 小分類 ごみ処理施設 財産分類

オスト
メイト

ベビー
シート

行政財産 単独／複合の別 単独

所在地 安芸市伊尾木黒瀬谷山奥下モ4035番イ

土地
敷地面積 1890.00

指定管理者等 駐車場台数 0

うち借地面積

1,470.13

円/年

委託期間 自 至

有無
台数
(台)

不要

延床面積

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

管理状況 直営

997.16 取得価格 983,178,928

耐震診断 不要 耐震対策

借地料

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用

計画中 無

無設置済 〇

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

処理施設 鉄骨造2F 1296.76 2000/3/25 265,025,069

設置条例 安芸市廃棄物の処理及び清掃に関する条例

設置目的・役割
廃棄物の排出を抑制し、及び廃棄物の適正な分別、保管、収集、運搬、再生、処分等の処理をし、並
びに生活環境を清潔にすることにより、生活環境の保全及び公衆衛生の向上を図る

防災上の位置づけ

PETボトル等保管施設 鉄骨造波板葺平屋建 60.87 1999/2/9 5,386,000

その他の位置づけ

ストックヤード棟（発泡スチロール処理） 木造スレート葺平屋建 112.50 2001/5/31 6,882,750

２．施設の概要

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

0

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

実施個所

実施内容

PETボトル等保管施設（PETボトル処理機）

写真

費　　用

処理施設外観

写真

（２）管理上の課題

課題 PETボトル、缶等の資源処理機械設備の老朽化。

今後の方針 機器類の更新やオーバーホール等で設備の延命化を図る。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

処理施設（缶処理機）

写真
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NO 3 施設名称 旧処分場（東山不燃物処理場）

担当部課係 環境課　環境整備係 作成 令和3年3月 更新

建物

建築面積

１．土地・建物の概要

（１）全体

大分類 環境衛生系施設 小分類 ごみ処理施設 財産分類

オスト
メイト

ベビー
シート

行政財産 単独／複合の別 単独

所在地 安芸市伊尾木字茂ヶ谷3938－1他

土地
敷地面積 埋め立て20,000

指定管理者等 駐車場台数 0

うち借地面積

64.85

円/年

委託期間 自 至

有無
台数
(台)

未

延床面積

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

管理状況 直営

64.85 取得価格

耐震診断 未 耐震対策

借地料

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用

計画中

設置済

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

中継ポンプ室 ブロック造 5.10

設置条例

設置目的・役割

防災上の位置づけ

水処理施設 38.25

その他の位置づけ

機械室 21.50

２．施設の概要

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

0

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

実施個所

実施内容

箇所名

写真

費　　用

外観

（２）管理上の課題

課題
昭和43年から供用開始し、平成7年度に埋め立てを終了した。
使用していない施設の管理を継続することに伴う、不用となる費用支出の抑制。

今後の方針 浸出水の水質は安定しており、今後、施設の閉鎖を検討していく。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

箇所名

写真



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

箇所名

写真

費　　用

清浄苑外観

写真

（２）管理上の課題

課題
供用開始から15年を経過したことによる施設の老朽化。
施設建設時に交わした協定による供用期間20年を控えた地元との調整。

今後の方針 地元と調整後、機器類の修繕や計画的な点検整備により施設の延命化を実施。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

箇所名

写真

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

実施個所

実施内容

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

0

設置条例 安芸市廃棄物の処理及び清掃に関する条例

設置目的・役割
廃棄物の適正な分別、保管、収集、運搬、再生、処分等の処理をし、並びに生活環境を清潔にするこ
とにより、生活環境の保全及び公衆衛生の向上を図る

防災上の位置づけ

機械器具類 1,144,993,810

その他の位置づけ

２．施設の概要

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

処理施設
鉄筋コンクリート・鉄骨造鋼板

葺地下1F地上2F 1,758.64 2004/2/26 382,935,000

計画中 無

無設置済

有無
台数
(台)

不要

延床面積

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

管理状況 直営

818.28 取得価格 1,527,928,810

耐震診断 不要 耐震対策

借地料

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用
オスト
メイト

ベビー
シート

行政財産 単独／複合の別 単独

所在地 安芸市川北甲1840番地

土地
敷地面積 2,602.00

指定管理者等 駐車場台数 6

うち借地面積

1,758.64

円/年

委託期間 自 至

建物

建築面積

１．土地・建物の概要

（１）全体

大分類 環境衛生系施設 小分類 し尿処理施設 財産分類

NO 4 施設名称 安芸市清浄苑

担当部課係 環境課　環境整備係 作成 令和3年3月 更新



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

収骨室

写真

費　　用 1,540,000

外観

（２）管理上の課題

課題 H27年度建築であり、現時点では目立った劣化は見られない。

今後の方針 定期的なメンテナンスを行い、施設の長寿命化に努めていく。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

待合ロビー

写真

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

実施個所 火葬炉

実施内容 総合修繕

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

320 308 314

設置条例 安芸市火葬場条例

設置目的・役割 火葬

防災上の位置づけ

機械器具 67,336,961

火葬・遺体仮安置 その他の位置づけ

工作物 136,643,714

２．施設の概要

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

火葬場 鉄筋コンクリート 949.89 2016/11/1 319,743,676

計画中 無

有設置済 〇 〇 〇 2

有無
台数
(台)

不要

延床面積

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

管理状況 委託

864.39 取得価格 523,724,351

耐震診断 不要 耐震対策

借地料

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用
オスト
メイト

ベビー
シート

行政財産 単独／複合の別 単独

所在地 安芸市伊尾木字黒瀬谷奥下モ４０３５のイ

土地
敷地面積 3,801.00

指定管理者等 ㈱五輪 駐車場台数 25

うち借地面積

949.89

円/年

R4.10.31委託期間 自 R1.11.1 至

建物

建築面積

１．土地・建物の概要

（１）全体

大分類 環境衛生系施設 小分類 火葬場 財産分類

NO 5 施設名称 杜の聖苑

担当部課係 環境課　環境整備係 作成 令和3年3月 更新



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



産業系施設個別施設カルテ 

施設一覧 

1 安芸市立農業共同作業所 

2 安芸市堆肥供給センター 

3 安芸市総合営農指導拠点施設「こまどり」 

4 安芸市東川農林産物加工施設「手づくり館山里」 

5 畑山地区加工・貯蔵施設「はたやま夢楽自然工房」 

6 東山森林公園 

7 安芸市漁業共同荷捌所 

8 安芸市漁業第一共同漁具倉庫 

9 安芸市漁業第二共同漁具倉庫 

10 安芸市漁業第三共同漁具倉庫 

11 安芸市漁業第四共同漁具倉庫 

12 安芸市第一共同漁船管理施設（東内港） 

13 安芸市第二共同漁船管理施設（西内港） 

14 安芸市第一漁業共同作業所 

15 安芸市第二漁業共同作業所 

16 安芸市共同作業場 

17 宝永町第２大型共同作業場 

18 安芸市地域食材供給施設 

19 はたやま憩の家 

20 童謡トイレ 

21 安芸観光情報センター 

22 道の駅大山 

23 安芸市内原野陶芸館 

24 陶芸の里交流直販施設 

25 安芸駅ぢばさん市場 

26 武家屋敷野村邸 

27 伊尾木洞観光案内所 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

安芸市立共同育苗施設 安芸市立共同育苗施設 安芸市立農機具保管庫

（２）管理上の課題

課題
Ｈ28に指定管理者公募を行うも応募がなく、直接管理を行っている。機械は老朽化が進み、Ｈ29に処分
した。また、耐用年数の過ぎた共同作業所、共同もみすり施設はＨ30に取り壊した。残存している施設
についても、老朽化が進行している。

今後の方針
適切に管理するとともに今後の利活用を他用途も含め検討する。
なお、国庫補助の処分制限期間は令和４年３月31日までである。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

実施個所

写真 写真 写真

実施内容

費　　用

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

農業振興

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

0

防災上の位置づけ その他の位置づけ

安芸市立農機具保管庫 鉄骨造平屋 294.24 1991/4/1 19,131,220

安芸市立共同育苗施設 鉄骨造一部２階建て 518.15 1991/4/1 56,516,100

２．施設の概要

設置条例 安芸市立農業共同作業所条例

設置目的・役割

計画中 無

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

無

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用
オスト
メイト

ベビー
シート

有無
台数
(台)

設置済

指定管理者等 駐車場台数 0

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

管理状況 直営 委託期間 自

建物

建築面積 712.99 取得価格 75,647,320

耐震診断 不要 耐震対策

延床面積

不要

812.39

至

行政財産 単独／複合の別 単独

所在地 安芸市桜ヶ丘町3225番地

土地
敷地面積 2,490.00 うち借地面積

円/年借地料

NO 1 施設名称 安芸市立農業共同作業所

担当部課係 農林課　農政係 作成 令和3年3月 更新

１．土地・建物の概要

（１）全体

大分類 産業系施設 小分類 農業振興施設 財産分類



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

製品置場 原料置場 機械室・倉庫

（２）管理上の課題

課題
建物については、経年劣化による老朽化が見れらる。また、用地（25筆・所有者11人）については、平
成31年度から令5年度までの賃貸借契約を結んでいる。今後の施設を利用を考慮し、用地購入が課題と
なっている。

今後の方針
運営については、半製品を購入することなどにより、作業効率の向上を図りながら、適切な維持管理を
行っていく。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

実施個所

写真 写真 写真

実施内容

費　　用

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

農業生産における連作障害を防止し、農地の地力推進を図り、良質農産物の生産性の向上に期するた
め、生産者に堆肥を供給する

３．利用状況

※堆肥供給量（ｔ）
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

933 833 922 1,128 954

防災上の位置づけ その他の位置づけ

機械室・倉庫 鉄骨造２階建 286.10 1991/3/26 19,802,173

原料置場 鉄骨造平屋建 1,642.53 1991/3/26 113,686,342

製品置場 鉄骨造平屋建 1,209.78 1991/3/26 83,733,913

２．施設の概要

設置条例 安芸市堆肥供給センター条例

設置目的・役割

計画中 無

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

無

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用
オスト
メイト

ベビー
シート

有無
台数
(台)

設置済

指定管理者等 高知県農業協同組合 駐車場台数 0

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

管理状況 指定管理 委託期間 自 H31.4.1

建物

建築面積 4248.99 取得価格 391,433,389

耐震診断 不要 耐震対策

延床面積

不要

4,293.09

R5.3.31至

行政財産 単独／複合の別 単独

所在地 安芸市穴内甲736番地

土地
敷地面積 8,838.00

707,040

うち借地面積 8,838.00

円/年借地料

NO 2 施設名称 安芸市堆肥供給センター

担当部課係 農林課　農政係 作成 令和3年3月 更新

１．土地・建物の概要

（１）全体

大分類 産業系施設 小分類 農業振興施設 財産分類



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

写真

外観

写真

（２）管理上の課題

課題
施設建設後20年以上経過し経年劣化による老朽化が進行してくる中、定期的に建物の診断を行い計画的
な維持管理を行っていく必要がある。

今後の方針
利用実績は減少しているものの、地域住民にとっては必要不可欠な施設であるため、これまで同様維持
管理を行っていく。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

室内

写真

費　　用 2,500千円

厨房

実施個所

実施内容 揚水井調査

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

地域農業者への営農指導等の拠点づくり

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

5,420 5,421 4,626 4,722 5,047

防災上の位置づけ その他の位置づけ

集会所 W造瓦葺平屋建 193.77 1996/3/26 73,238,150

２．施設の概要

設置条例 安芸市総合営農指導拠点施設条例

設置目的・役割

計画中 無

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

無

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用
オスト
メイト

ベビー
シート

有無
台数
(台)

設置済 〇

指定管理者等 安芸市総合営農指導拠点施設　東川地区運営委員会 駐車場台数 10

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

管理状況 指定管理 委託期間 自 H28.4.1

建物

建築面積 193.77 取得価格 73,238,150

耐震診断 不要 耐震対策

延床面積

不要

193.77

R3.3.31至

行政財産 単独／複合の別 単独

所在地 安芸市黒瀬550

土地
敷地面積 873.00 うち借地面積

円/年借地料

NO 3 施設名称 安芸市総合営農指導拠点施設「こまどり」

担当部課係 農林課　中山間振興係 作成 令和3年3月 更新

１．土地・建物の概要

（１）全体

大分類 産業系施設 小分類 農業振興施設 財産分類



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

NO 4 施設名称 安芸市東川農林産物加工施設「手づくり館山里」

担当部課係 農林課　中山間振興係 作成 令和3年3月 更新

建物

建築面積

１．土地・建物の概要

（１）全体

大分類 産業系施設 小分類 農業振興施設 財産分類

オスト
メイト

ベビー
シート

行政財産 単独／複合の別 単独

所在地 安芸市入河内484番地1

土地
敷地面積 337.18

指定管理者等 東川手づくり館山里加工組合 駐車場台数 3

うち借地面積

154.85

円/年

R3.3.31委託期間 自 H28.4.1 至

有無
台数
(台)

不要

延床面積

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

管理状況 指定管理

154.85 取得価格 31,224,245

耐震診断 不要 耐震対策

借地料

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用

計画中 無

無設置済

加工場 W造日本瓦葺平屋建 154.85 1999/3/25 31,224,245

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

設置条例 安芸市東川農林産物加工施設条例

設置目的・役割
東川地域の農林産物を加工、販売するとともに、より付加価値の高い地域特産品の研究開発を行うこ
とにより、地域の活性化を図る

防災上の位置づけ その他の位置づけ

２．施設の概要

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

0

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

実施個所

実施内容 造成工事

室内

写真

費　　用 1,085,400

外観

写真

（２）管理上の課題

課題
施設建設後20年以上経過し経年劣化による老朽化が進行してくる中、定期的に建物の診断を行い計画的な
維持管理を行っていく必要がある。

今後の方針
利用実績は減少しているものの、地域住民にとっては必要不可欠な施設であるため、これまで同様維持管
理を行っていく。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

調理場

写真



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

写真

外観

写真

（２）管理上の課題

課題
施設建設後20年以上経過し経年劣化による老朽化が進行してくる中、定期的に建物の診断を行い計画的
な維持管理を行っていく必要がある。

今後の方針
利用実績は減少しているものの、地域住民にとっては必要不可欠な施設であるため、これまで同様維持
管理を行っていく。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

室内

写真

費　　用

室内

実施個所

実施内容

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

山村地域の活性化

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

0

防災上の位置づけ その他の位置づけ

加工場 W造ｺﾛﾆｱﾙ葺平屋建 125.93 1998/3/25 20,598,900

据付機械装置 1,320,000

２．施設の概要

設置条例 安芸市特用林産産地化形成総合対策施設条例

設置目的・役割

計画中 無

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

無

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用
オスト
メイト

ベビー
シート

有無
台数
(台)

設置済

指定管理者等 有限会社はたやま夢楽 駐車場台数 3

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

管理状況 指定管理 委託期間 自 H29.4.1

建物

建築面積 125.93 取得価格 21,918,900

耐震診断 不要 耐震対策

延床面積

不要

125.93

R3.3.31至

行政財産 単独／複合の別 単独

所在地 安芸市畑山甲997番地1

土地
敷地面積 373.55 うち借地面積

円/年借地料

NO 5 施設名称 畑山地区加工・貯蔵施設「はたやま夢楽自然工房」

担当部課係 農林課　中山間振興係 作成 令和3年3月 更新

１．土地・建物の概要
（１）全体

大分類 産業系施設 小分類 林業振興施設 財産分類



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

写真

全体図

写真

（２）管理上の課題

課題
施設建設後30年以上経過し経年劣化による老朽化が進行してくる中、定期的に建物の診断を行い計画的
な維持管理を行っていく必要がある。

今後の方針 安芸市にとっては必要不可欠な施設であるため、これまで同様維持管理を行っていく。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

看板

写真

費　　用

東屋

実施個所

実施内容

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

優れた自然の風景地を保護するとともに、その利用の増進を図ることにより、市民の保健、休養及び
教化に資するとともに、生物の多様性の確保に寄与する

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

0

防災上の位置づけ その他の位置づけ

東屋① 木造 15.00 1987/4/30 2,660,000

東屋② 木造 9.00 1987/4/30 1,600,000

便所 鉄筋コンクリート 24.00 1987/4/30 6,120,000

２．施設の概要

設置条例 安芸市自然公園条例

設置目的・役割

計画中 無

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

無

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用
オスト
メイト

ベビー
シート

有無
台数
(台)

設置済

指定管理者等 駐車場台数 60

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

管理状況 直営 委託期間 自

建物

建築面積 48.00 取得価格 10,380,000

耐震診断 不要 耐震対策

延床面積

不要

48.00

至

行政財産 単独／複合の別 単独

所在地 安芸市伊尾木・下山

土地
敷地面積 うち借地面積

円/年借地料

NO 6 施設名称 東山森林公園

担当部課係 農林課　中山間振興係 作成 令和3年3月 更新

１．土地・建物の概要
（１）全体

大分類 産業系施設 小分類 林業振興施設 財産分類



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

NO 7 施設名称 安芸市漁業共同荷捌所

担当部課係 商工観光水産課　水産係 作成 令和3年3月 更新

建物

建築面積

１．土地・建物の概要
（１）全体

大分類 産業系施設 小分類 漁業振興施設 財産分類

オスト
メイト

ベビー
シート

行政財産 単独／複合の別 単独

所在地 安芸市西浜3411-1

土地
敷地面積 1,673.00

指定管理者等 安芸漁業協同組合 駐車場台数 0

うち借地面積 1,673.00

1,315.03

円/年

R3.3.31委託期間 自 H28.4.1 至

有無
台数
(台)

0

未

延床面積

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

管理状況 指定管理

1,315.03 取得価格 179,200,000

耐震診断 未 耐震対策

借地料

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用

計画中 無

無設置済

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

安芸市漁業共同荷捌所 鉄筋コンクリート 1,253.24 1979/3/31 169,700,000

設置条例 安芸市漁業共同利用施設設置条例

設置目的・役割 水産業の振興と漁業者の経営の安定向上

防災上の位置づけ

〃（管理棟） 鉄骨造 61.79 1986/3/31 9,500,000

安芸漁港が災害拠点港 その他の位置づけ

２．施設の概要

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

0

実施内容

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

実施個所

写真

費　　用

荷捌所外観

写真

（２）管理上の課題

課題
建物の老朽化が進む中、耐震対策についての協議、議論がなされておらず、早急な方針の決定が必要。
そのうえで、移設、耐震化の方針に応じた維持管理対策をしていく必要がある。

今後の方針 移設、耐震化の方針を早急に決定する。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

荷捌所内部

写真

箇所名



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

第１共同漁具倉庫（第１棟外観） 第１共同漁具倉庫（第２棟外観） 第１共同漁具倉庫（第４棟外観）

（２）管理上の課題

課題
市道海岸線の影響により、Ｈ27年度に改築しており、施設に老朽化等は見られない。
立地場所が台風等での強風や、潮の影響による腐食を受けやすいことから、計画的な維持管理対策をし
ていく必要がある。

今後の方針
被災の際は、施設共済等による修繕を実施。
一定期間での腐食対策を計画的に実施し、維持管理を行っていく。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

実施個所

写真 写真 写真

実施内容

費　　用

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

水産業の振興と漁業者の経営の安定向上

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

40 40 40 24

防災上の位置づけ その他の位置づけ

安芸市第一共同漁具倉庫（１～４棟） 鉄筋コンクリート 360.00 2016/3/31 76,231,184

　　　〃　　　（外構） 2016/3/31 3,246,359

２．施設の概要

設置条例 安芸市漁業共同利用施設設置条例

設置目的・役割

計画中 無

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

無

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用
オスト
メイト

ベビー
シート

有無
台数
(台)

設置済

R3.3.31至

指定管理者等 安芸漁業協同組合 駐車場台数 0

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

987.16

0

うち借地面積 987.16

円/年借地料

管理状況 指定管理 委託期間 自 H28.4.1

建物

建築面積 360.00 取得価格 79,477,543

耐震診断 不要 耐震対策

延床面積

不要

360.00

NO 8 施設名称 安芸市漁業第一共同漁具倉庫

担当部課係 商工観光水産課　水産係 作成 令和3年3月 更新

１．土地・建物の概要
（１）全体

大分類 産業系施設 小分類 漁業振興施設 財産分類 行政財産 単独／複合の別 単独

所在地 安芸市西浜3411-1番地先

土地
敷地面積



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

第２共同漁具倉庫（外観） 第２共同漁具倉庫（外観） 箇所名

（２）管理上の課題

課題
市道海岸線の影響により、Ｈ27年度に改築しており、施設に老朽化等は見られない。
立地場所が台風等での強風や、潮の影響による腐食を受けやすいことから、計画的な維持管理対策をし
ていく必要がある。

今後の方針
被災の際は、施設共済等による修繕を実施。
一定期間での腐食対策を計画的に実施し、維持管理を行っていく。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

実施個所

写真 写真 写真

実施内容

費　　用

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

水産業の振興と漁業者の経営の安定向上

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

3 3 3 2

防災上の位置づけ その他の位置づけ

安芸市第二共同漁具倉庫 鉄骨コンクリート 214.45 2015/10/13 24,261,857

２．施設の概要

設置条例 安芸市漁業共同利用施設設置条例

設置目的・役割

計画中 無

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

無

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用
オスト
メイト

ベビー
シート

有無
台数
(台)

設置済

R3.3.31至

指定管理者等 安芸漁業協同組合 駐車場台数 0

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

866.00

0

うち借地面積 0

円/年借地料

管理状況 指定管理 委託期間 自 H28.4.1

建物

建築面積 214.45 取得価格 24,261,857

耐震診断 不要 耐震対策

延床面積

不要

214.45

NO 9 施設名称 安芸市漁業第二共同漁具倉庫

担当部課係 商工観光水産課　水産係 作成 令和3年3月 更新

１．土地・建物の概要
（１）全体

大分類 産業系施設 小分類 漁業振興施設 財産分類 行政財産 単独／複合の別 単独

所在地 安芸市津久茂町2171-6

土地
敷地面積



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

写真 写真 写真

（２）管理上の課題

課題
立地場所が台風等での強風や、潮の影響による腐食を受けやすいことから、計画的な維持管理対策をし
ていく必要がある。

今後の方針
被災の際は、施設共済等による修繕を実施。
耐用年数経過を待って、漁協への払い下げ等を検討する。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

外観 外観 外観

費　　用

実施内容

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

9 9 9 9 7

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

実施個所

設置条例 安芸市漁業共同利用施設設置条例

設置目的・役割 水産業の振興と漁業者の経営の安定向上

防災上の位置づけ その他の位置づけ

２．施設の概要

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

安芸市第二共同漁具倉庫 鉄骨造 165.00 1972/3/31 17,020,000

計画中 無

無設置済

有無
台数
(台)

不要

延床面積

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

管理状況 指定管理

165.00 取得価格 17,020,000

耐震診断 不要 耐震対策

借地料

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用
オスト
メイト

ベビー
シート

行政財産 単独／複合の別 単独

所在地 安芸市西浜3411-1

土地
敷地面積 165.00

指定管理者等 安芸漁業協同組合 駐車場台数 0

うち借地面積

165.00

円/年

R3.3.31委託期間 自 H28.4.1 至

建物

建築面積

１．土地・建物の概要

（１）全体

大分類 産業系施設 小分類 漁業振興施設 財産分類

NO 10 施設名称 安芸市漁業第三共同漁具倉庫

担当部課係 商工観光水産課　水産係 作成 令和3年3月 更新

① ② ③ ④ ④ ⑤ ⑥ ⑦⑧⑨



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

外観 外観 箇所名

（２）管理上の課題

課題
もともとは、製氷施設であったが、新たな製氷施設ができたことに伴い、漁具倉庫に用途変更。
施設が老朽化しているが、利用そのものがあまりない状態であることから、漁協と協議のうえ、施設の
存続について判断しなければならない。

今後の方針
被災の際は、施設共済等による修繕を実施。
漁協への払い下げ等を検討する。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

実施個所

写真 写真 写真

実施内容

費　　用

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

水産業の振興と漁業者の経営の安定向上

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

0

防災上の位置づけ その他の位置づけ

安芸市第四共同漁具倉庫 鉄筋コンクリート 618.00 1977/12/25 136,863,000

機械器具 1979/3/31 73,660,000

２．施設の概要

設置条例 安芸市漁業共同利用施設設置条例

設置目的・役割

計画中 無

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

無

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用
オスト
メイト

ベビー
シート

有無
台数
(台)

設置済

R3.3.31至

指定管理者等 安芸漁業協同組合 駐車場台数 0

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

1,869.10

0

うち借地面積 1,869.10

円/年借地料

管理状況 指定管理 委託期間 自 H28.4.1

建物

建築面積 618.00 取得価格 210,523,000

耐震診断 未 耐震対策

延床面積

未

618.00

NO 11 施設名称 安芸市漁業第四共同漁具倉庫

担当部課係 商工観光水産課　水産係 作成 令和3年3月 更新

１．土地・建物の概要

（１）全体

大分類 産業系施設 小分類 漁業振興施設 財産分類 行政財産 単独／複合の別 単独

所在地 安芸市津久茂町2-43

土地
敷地面積



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

NO 12 施設名称 安芸市第一共同漁船管理施設（東内港）

担当部課係 商工観光水産課　水産係 作成 令和3年3月 更新

建物

建築面積

１．土地・建物の概要
（１）全体

大分類 産業系施設 小分類 漁業振興施設 財産分類

オスト
メイト

ベビー
シート

行政財産 単独／複合の別 単独

所在地 安芸市西浜字浜３４１１－１

土地
敷地面積 1,318.36

指定管理者等 安芸漁業協同組合 駐車場台数 0

うち借地面積 1,318.36

261.80

円/年

R3.3.31委託期間 自 H28.4.1 至

有無
台数
(台)

0

未

延床面積

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

管理状況 指定管理

261.80 取得価格 125,847,000

耐震診断 未 耐震対策

借地料

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用

計画中 無

無設置済

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

安芸市第一共同漁船管理施設（東内港） 鉄骨造 261.80 1996/4/1 125,847,000

設置条例 安芸市漁業共同利用施設設置条例

設置目的・役割 水産業の振興と漁業者の経営の安定向上

防災上の位置づけ その他の位置づけ

２．施設の概要

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

実施個所

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

55 43 53 58 42

東ドック

費　　用 650,000

実施内容
船体固定ポー
ル等修繕

写真 写真 写真

（２）管理上の課題

課題
立地場所が台風等での強風や、潮の影響による腐食を受けやすいことから、計画的な維持管理対策をし
ていく必要がある。
施設の構造上、屋根が高く、修繕費用が高額になってしまう。

今後の方針
被災の際は、施設共済等による修繕を実施。
耐用年数経過を待って、漁協への払い下げ等を検討する。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

東ドック外観 東ドック船体固定装置 東ドック船体固定装置



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

NO 13 施設名称 安芸市第二共同漁船管理施設（西内港）

担当部課係 商工観光水産課　水産係 作成 令和3年3月 更新

建物

建築面積

１．土地・建物の概要
（１）全体

大分類 産業系施設 小分類 漁業振興施設 財産分類

オスト
メイト

ベビー
シート

行政財産 単独／複合の別 単独

所在地 安芸市西浜３４１１－１

土地
敷地面積 875.68

指定管理者等 安芸漁業協同組合 駐車場台数 0

うち借地面積 875.68

336.00

円/年

R3.3.31委託期間 自 H28.4.1 至

有無
台数
(台)

0

未

延床面積

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

管理状況 指定管理

336.00 取得価格 115,818,350

耐震診断 未 耐震対策

借地料

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用

計画中 無

無設置済

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

安芸市第二共同漁船管理施設（西内港） 鉄筋コンクリート 336.00 1991/3/27 92,586,473

設置条例 安芸市漁業共同利用施設設置条例

設置目的・役割 水産業の振興と漁業者の経営の安定向上

防災上の位置づけ

機械器具 1991/3/27 23,231,877

その他の位置づけ

２．施設の概要

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

実施個所

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

132 133 119 139 105

西ドック

費　　用 650,000

実施内容
船体固定ポー
ル等修繕

写真 写真 写真

（２）管理上の課題

課題
立地場所が台風等での強風や、潮の影響による腐食を受けやすいことから、計画的な維持管理対策をし
ていく必要がある。

今後の方針
被災の際は、施設共済等による修繕を実施。
耐用年数経過を待って、漁協への払い下げ等を検討する。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

西ドック外観 西ドック屋根付きレーン 西ドック船体固定装置



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

第一共同作業所外観 第一共同作業所内部 箇所名

（２）管理上の課題

課題
建物の老朽化が進む中、耐震対策についての協議、議論がなされておらず、早急な方針の決定が必要。
そのうえで、移設、耐震化の方針に応じた維持管理対策をしていく必要がある。

今後の方針 移設、耐震化の方針を早急に決定する。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

実施個所

写真 写真 写真

実施内容

費　　用

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

水産業の振興と漁業者の経営の安定向上

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

0

防災上の位置づけ その他の位置づけ

安芸市第一漁業共同作業所 鉄筋コンクリート 484.38 1991/3/27 54,130,000

２．施設の概要

設置条例 安芸市漁業共同利用施設設置条例

設置目的・役割

計画中 無

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

無

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用
オスト
メイト

ベビー
シート

有無
台数
(台)

設置済

R3.3.31至

指定管理者等 安芸漁業協同組合 駐車場台数 0

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

うち借地面積

円/年借地料

管理状況 指定管理 委託期間 自 H28.4.1

建物

建築面積 484.38 取得価格 54,130,000

耐震診断 未 耐震対策

延床面積

未

484.38

NO 14 施設名称 安芸市第一漁業共同作業所

担当部課係 商工観光水産課　水産係 作成 令和3年3月 更新

１．土地・建物の概要

（１）全体

大分類 産業系施設 小分類 漁業振興施設 財産分類 行政財産 単独／複合の別 単独

所在地 安芸市西浜３４１１－１

土地
敷地面積



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

外観（西面） 外観（南面） 外観（北面）

（２）管理上の課題

課題
利用等の現状を精査する必要がある。
施設も老朽化しているため、漁協と協議のうえ、施設の存続について判断しなければならない。

今後の方針
被災の際は、施設共済等による修繕を実施。
漁協への払い下げ等を検討する。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

実施個所

写真 写真 写真

実施内容

費　　用

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

水産業の振興と漁業者の経営の安定向上

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

0

防災上の位置づけ その他の位置づけ

安芸市第二漁業共同作業所 鉄骨造 393.70 1990/3/25 23,046,250

２．施設の概要

設置条例 安芸市漁業共同利用施設設置条例

設置目的・役割

計画中 無

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

無

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用
オスト
メイト

ベビー
シート

有無
台数
(台)

設置済

R3.3.31至

指定管理者等 安芸漁業協同組合 駐車場台数 0

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

393.70 うち借地面積

円/年借地料

管理状況 指定管理 委託期間 自 H28.4.1

建物

建築面積 393.70 取得価格 23,046,250

耐震診断 未 耐震対策

延床面積

未

393.70

NO 15 施設名称 安芸市第二漁業共同作業所

担当部課係 商工観光水産課　水産係 作成 令和3年3月 更新

１．土地・建物の概要
（１）全体

大分類 産業系施設 小分類 漁業振興施設 財産分類 行政財産 単独／複合の別 単独

所在地 安芸市清和町2-25

土地
敷地面積



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

１．土地・建物の概要

（１）全体

大分類 産業系施設 小分類 商工施設 財産分類

NO 16 施設名称 安芸市共同作業場

担当部課係 商工観光水産課　商工観光係 作成 令和3年3月 更新

行政財産 単独／複合の別 単独

所在地 安芸市宝永町５０６番地

土地
敷地面積 2,134.55 うち借地面積

円/年借地料

管理状況 直営 委託期間 自

建物

建築面積 2,134.55 取得価格 544,229,413

耐震診断 不要 耐震対策

延床面積

不要

2,134.55

至

指定管理者等 駐車場台数 40～50

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

無

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用
オスト
メイト

ベビー
シート

有無
台数
(台)

設置済

計画中 無

防災上の位置づけ その他の位置づけ

安芸市共同作業場 鉄骨造 2,134.55 1990/3/26 327,619,413

機械器具 216,610,000

２．施設の概要

設置条例 安芸市共同作業場の設置及び管理に関する条例

設置目的・役割 商業の振興と、市民の就労の場を確保するとともに、市民の生活の安定に寄与する

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

0

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

実施個所

写真 写真 写真

実施内容

費　　用

外観 箇所名 箇所名

（２）管理上の課題

課題 特になし。劣化している部分も見られない。

今後の方針
今後も適切な維持管理を行っていくが、施設利用については、東部の看護学校計画が止まって以来動き
はない。企業が移転先などの観点から見にくることはある。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

１．土地・建物の概要

（１）全体

大分類 産業系施設 小分類 商工施設 財産分類

NO 17 施設名称 宝永町第２大型共同作業場

担当部課係 商工観光水産課　商工観光係 作成 令和3年3月 更新

行政財産 単独／複合の別 単独

所在地 安芸市宝永町４８６－５　他４筆

土地
敷地面積 2,102.00 うち借地面積

円/年借地料

管理状況 直営 委託期間 自

建物

建築面積 2,081.80 取得価格 398,295,451

耐震診断 不要 耐震対策

延床面積

不要

2,081.80

至

指定管理者等 駐車場台数 15

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

無

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用
オスト
メイト

ベビー
シート

有無
台数
(台)

設置済

計画中 無

防災上の位置づけ その他の位置づけ

安芸市共同作業場 鉄骨造 2,081.80 1997/2/28 281,396,000

機械設備等 116,899,451

２．施設の概要

設置条例 安芸市共同作業場の設置及び管理に関する条例

設置目的・役割 商業の振興と、市民の就労の場を確保するとともに、市民の生活の安定に寄与する

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

0

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

実施個所

写真 写真 写真

実施内容

費　　用

外観 雨漏り箇所 箇所名

（２）管理上の課題

課題
建築後20年以上経過しており、施設の老朽化がみられる。
(壁が劣化しており、強い雨が降ると雨漏りをしている状況であり、修繕を繰り返している。)

今後の方針
現在、ウェディングドレスの縫製会社㈱滝川が入っているため(月15万円）、業務の支障をきたすことが
ないよう可能な範囲で維持修繕を行っていく。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

１．土地・建物の概要

（１）全体

大分類 産業系施設 小分類 商工施設 財産分類

NO 18 施設名称 安芸市地域食材供給施設

担当部課係 商工観光水産課　商工観光係 作成 令和3年3月 更新

行政財産 単独／複合の別 単独

所在地 安芸市土居1017-1

土地
敷地面積 889.00 うち借地面積

円/年借地料

管理状況 指定管理 委託期間 自 H28.4.1

建物

建築面積 419.99 取得価格 80,068,209

耐震診断 不要 耐震対策

延床面積

不要

419.99

R3.3.31至

指定管理者等 安芸市土居郷土料理研究会 駐車場台数 10

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

〇 無

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用
オスト
メイト

ベビー
シート

有無
台数
(台)

設置済 〇 〇 〇

計画中 無

防災上の位置づけ その他の位置づけ

廓中ふるさと館（本館） 木造平屋建て 232.27 1993/4/1 47,897,060

シャーベット茶屋 木造平屋建て 13.54 1994/3/25 6,556,399

廓中ふるさと館（別館） 木造平屋建て 87.09 2006/3/7 12,482,400

２．施設の概要

設置条例 安芸市地域食材供給施設条例

設置目的・役割
地域特産品の開発、展示販売を行うとともに郷土料理の提供、研究開発を行い、都市と農村の交流、
情報交換の中心的施設

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

45,222 37,478 38,043 39,121 31973

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

実施個所

写真 写真 写真

実施内容

費　　用

外観 客席 外壁

（２）管理上の課題

課題 建築から約30年が経過し、外壁等に多少の劣化がみられる。

今後の方針
利用実績は減少しているが、重要伝統的建造物群保護地区内で地域食材を提供する必要不可欠な施設で
あるため、これまで同様維持管理を行っていく。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

外観 箇所名 箇所名

（２）管理上の課題

課題
近年では、ポンプやタンク、ボイラー浴槽等の水や風呂にかかる修繕や取替を行っている。建物の修繕
等は行っていないが、老朽化は非常に激しく、キッチンの床やその他廊下の床などが特に劣化が激し
い。(キッチン床、宿泊棟縁側、渡り廊下壁、渡り廊下天井の劣化が特に激しい)

今後の方針
施設の管理については、今後も指定管理で行っていく予定であり、業務に支障をきたすことがないよう
可能な範囲で維持修繕を行っていく。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

実施個所

写真 写真

実施内容

費　　用

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

畑山の豊かな自然環境の中で、心身の休養や回復に資する施設として観光客等の利用に供することに
より交流人口を増やすことを目的とする

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

2,647 2,435 2,231 2,672 2,496

防災上の位置づけ その他の位置づけ

はたやま憩の家① 木造 144.27 1982/3/10 23,310,000

はたやま憩の家② 木造 106.64 1982/12/10 9,300,000

はたやま憩の家③ 木造 112.16 1988/3/26 11,940,000

２．施設の概要

設置条例 安芸市はたやま憩の家条例

設置目的・役割

計画中 無

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

有

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用
オスト
メイト

ベビー
シート

有無
台数
(台)

設置済 1

指定管理者等 (有)はたやま夢楽 駐車場台数 15

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

管理状況 指定管理 委託期間 自 H31.4.1

建物

建築面積 363.07 取得価格 46,548,000

耐震診断 不要 耐震対策

延床面積

不要

363.07

R3.3.31至

行政財産 単独／複合の別 単独

所在地 安芸市畑山甲982番地1

土地
敷地面積 363.07 うち借地面積

円/年借地料

NO 19 施設名称 はたやま憩の家

担当部課係 商工観光水産課　商工観光係 作成 令和3年3月 更新

１．土地・建物の概要
（１）全体

大分類 産業系施設 小分類 観光施設 財産分類



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

外観 男子トイレ 女子トイレ

（２）管理上の課題

課題 建築後30年以上が経過しており、施設全体の老朽化がみられる。

今後の方針 童謡に特化したまちづくりを今後も進めていくため、これまで同様維持管理を行っていく。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

実施個所

写真 写真 写真

実施内容

費　　用

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

童謡に特化したまちづくりを進めるため

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

0

防災上の位置づけ その他の位置づけ

童謡トイレ 木造 39.07 1989/5/3 19,547,000

２．施設の概要

設置条例

設置目的・役割

計画中 無

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

〇 有

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用
オスト
メイト

ベビー
シート

有無
台数
(台)

設置済 〇 〇 1

指定管理者等 駐車場台数 5

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

管理状況 直営 委託期間 自

建物

建築面積 39.07 取得価格 19,547,000

耐震診断 不要 耐震対策

延床面積

不要

39.07

至

行政財産 単独／複合の別 単独

所在地 安芸市矢ノ丸1丁目4－32

土地
敷地面積 39.07 うち借地面積

円/年借地料

NO 20 施設名称 童謡トイレ

担当部課係 商工観光水産課　商工観光係 作成 令和3年3月 更新

１．土地・建物の概要
（１）全体

大分類 産業系施設 小分類 観光施設 財産分類



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

外観 箇所名 箇所名

（２）管理上の課題

課題
エアコン取替工事などはあるものの、建物自体の大きな劣化は見られない。令和2年のリニューアルに合
わせて、劣化の気になる部分などは補修等を行っている。（入口のタイル等）

今後の方針
令和2年3月28日にリニューアルオープン、岩崎彌太郎の功績を後世に受け継ぐため最先端技術のＶＲや
タッチ式液晶パネルを導入。安芸や東部地域の観光情報発信の拠点として、適切な維持管理を行ってい
く。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

実施個所

写真 写真 写真

実施内容

費　　用

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

観光情報を広く発信し、及び本市を訪れる旅行者等に観光情報の提供及び地場産品等の展示販売を行
うことで、本市の観光産業の振興を図る

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

14,485 12,649 13,253 12,578 13,241

防災上の位置づけ その他の位置づけ

観光情報センター 鉄骨造 433.34 1989/5/3 61,928,000

２．施設の概要

設置条例 安芸観光情報センター条例

設置目的・役割

計画中 無

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

有

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用
オスト
メイト

ベビー
シート

有無
台数
(台)

設置済 〇 〇 1

指定管理者等 （一社）安芸市観光協会 駐車場台数 7

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

管理状況 指定管理 委託期間 自 H28.4.1

建物

建築面積 394.27 取得価格 61,928,000

耐震診断 不要 耐震対策

延床面積

不要

433.34

R3.3.31至

行政財産 単独／複合の別 単独

所在地 安芸市矢ノ丸1丁目4-32

土地
敷地面積 433.34 うち借地面積

円/年借地料

NO 21 施設名称 安芸観光情報センター

担当部課係 商工観光水産課　商工観光係 作成 令和3年3月 更新

１．土地・建物の概要
（１）全体

大分類 産業系施設 小分類 観光施設 財産分類



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

外観 販売施設 食堂

（２）管理上の課題

課題
販売施設については建築後20年以上が経過し、建物の老朽化が進み、雨漏り等が見られる。
旧国道沿いに位置するため、どのようにして観光客を呼び込むかも課題となっている。

今後の方針
食堂増築後、利用者数は増加している。今後も適切な維持管理を行っていくとともに、立ち寄りたくな
るようなＰＲの方法を検討していく。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

実施個所
①食堂

②トイレ

写真 写真 写真

実施内容
①増築

②洋式化

費　　用
①15146969
②1,598,400

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

森林、林業及び山村の活性化を図るため、山間部で豊富に生産される特用林産物を自らの手で生産・
加工し、展示即売、ピーアールすることにより、産物を総合的に活用した産業を創出し、複合的に山
村地域の活性化を図る

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

22,573 20,859 19,469 27,542 18089

防災上の位置づけ その他の位置づけ

販売施設 鉄筋コンクリート 217.65 1998/5/1 43,933,050

トイレ棟 鉄筋コンクリート 40.00 1998/3/31 54,478,200

食堂 木造 47.30 2018/1/4 15,146,969

２．施設の概要

設置条例 安芸市特用林産産地化形成総合対策施設条例

設置目的・役割

計画中 無

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

〇 有

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用
オスト
メイト

ベビー
シート

有無
台数
(台)

設置済 〇 〇 1

指定管理者等 高知県農業組合 駐車場台数 20

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

管理状況 指定管理 委託期間 自 H28.4.1

建物

建築面積 304.95 取得価格 115,156,619

耐震診断 不要 耐震対策

延床面積

不要

304.95

R3.3.31至

行政財産 単独／複合の別 単独

所在地 安芸市下山1400

土地
敷地面積 2,262.54 うち借地面積

円/年借地料

NO 22 施設名称 道の駅大山

担当部課係 商工観光水産課　商工観光係 作成 令和3年3月 更新

１．土地・建物の概要
（１）全体

大分類 産業系施設 小分類 観光施設 財産分類



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用
オスト
メイト

ベビー
シート

有無

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

内原野陶芸館 木造瓦葺 一部2階建

更新

観光施設 財産分類

NO 23 施設名称 安芸市内原野陶芸館

担当部課係 商工観光水産課　商工観光係 作成 令和3年3月

単独／複合の別 単独

１．土地・建物の概要
（１）全体

大分類 産業系施設 小分類 行政財産

管理状況 指定管理 委託期間 自 H28.4.1 R3.3.31

指定管理者等 内原野陶芸組合 駐車場台数 20

至

所在地 安芸市川北乙1607-1

土地
敷地面積 12,199.30 うち借地面積

円/年借地料

建物

建築面積 1,000.58 取得価格 151,153,330

延床面積 912.77

耐震診断 不要不要 耐震対策

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室台数
(台)

設置済 〇 3有

計画中 無

649.18 1999/3/20 109,598,000

設置条例 安芸市内原野陶芸館条例

設置目的・役割
伝統的地場産業である窯業の振興及び観光の振興を図るため、陶芸体験を通じて都市と農村の交流、
情報支援の中心的施設

防災上の位置づけ

ガラス工房 木造瓦葺 平屋建 88.82 2004/3/24 11,895,450

その他の位置づけ

研修棟 木造瓦葺 平屋建 166.02 2004/3/19 27,426,000

２．施設の概要

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

10,465 9,649 10,169 9,058 9,835

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

実施個所

実施内容

費　　用

写真 写真 写真

（２）管理上の課題

課題
平成11年にオープンして以降、施設の長寿命化に繋がるような大規模工事をほとんど行っていないた
め、施設の老朽化による雨漏り等が度々発生している。

今後の方針
陶芸の里「内原野」のPR及び本市の体験施設の核として必要不可欠な施設であるため、これまで同様に
維持管理を行っていく。また、研修棟については防災の観点から、災害時の収容施設としての利用を検
討する。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

陶芸館外観 研修棟外観 陶芸館雨漏り跡



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

施設外観 箇所名 箇所名

（２）管理上の課題

課題 施設の管理については特に問題なし

今後の方針 これまでどおり維持管理を行っていく。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

実施個所

写真 写真 写真

実施内容

費　　用

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

伝統的地場産業である窯業の振興及び観光の振興を図るため、陶芸体験を通じて都市と農村の交流、
情報支援の中心的施設

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

0

防災上の位置づけ その他の位置づけ

陶芸の里交流直販施設 木造瓦葺 平屋建 85.25 2007/3/23 16,237,200

２．施設の概要

設置条例 安芸市陶芸の里交流直販施設条例

設置目的・役割

計画中 無

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

有

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用
オスト
メイト

ベビー
シート

有無
台数
(台)

設置済 3

指定管理者等 食品好房 駐車場台数 20

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

管理状況 指定管理 委託期間 自 H28.4.1

建物

建築面積 85.25 取得価格 16,237,200

耐震診断 不要 耐震対策

延床面積

不要

85.25

R3.3.31至

行政財産 単独／複合の別 単独

所在地 安芸市川北乙1607-9

土地
敷地面積 359.76 うち借地面積

円/年借地料

NO 24 施設名称 陶芸の里交流直販施設

担当部課係 商工観光水産課　商工観光係 作成 令和3年3月 更新

１．土地・建物の概要
（１）全体

大分類 産業系施設 小分類 観光施設 財産分類



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

NO 25 施設名称 安芸駅ぢばさん市場

担当部課係 商工観光水産課　商工観光係 作成 令和3年3月 更新

建物

建築面積

１．土地・建物の概要
（１）全体

大分類 産業系施設 小分類 観光施設 財産分類

オスト
メイト

ベビー
シート

行政財産 単独／複合の別

有無
台数
(台)

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

借地料

単独

所在地 安芸市矢ノ丸4－2－30

土地
敷地面積 918.58

指定管理者等 安芸市観光協会

うち借地面積

918.58

円/年

R3.3.31委託期間 自 H28.4.1 至

不要

延床面積

授乳室

管理状況 指定管理

918.58 取得価格 189,675,717

耐震診断 不要 耐震対策

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用

駐車場台数 51

計画中 無

有設置済 〇 〇 〇 4

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

地場産市場 木造 843.65 2002/3/27 157,577,905

設置条例 安芸駅ぢばさん市場条例

設置目的・役割
ごめん・なはり線の利用者等に地場の特産品等を展示販売するとともに、観光情報を提供し、本市の
産業及び観光の振興を図る

防災上の位置づけ

便所 木造 74.93 2002/3/27 32,099,612

その他の位置づけ

２．施設の概要

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

501,644 485,287 489,107 470,213 486,563

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

実施個所

実施内容

便所

写真

費　　用

外観

写真

（２）管理上の課題

課題 建築後20年近く経過しており、建物の老朽化が徐々に進み、雨漏り等が見られる。

今後の方針
利用実績は減少傾向にあるものの、地域住民にとっては不可欠な施設であるため、これまで同様維持管
理を行っていく。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

入口

写真



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

外観(入口) 外観(南側) 外観(北側)

（２）管理上の課題

課題 築年数が150年以上経過しており、建物の老朽化が進んでいる。

今後の方針
登録有形文化財に指定されているため、今後も残していく必要がある。国の補助等を活用し、維持管理
していく。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

実施個所

写真 写真 写真

実施内容

費　　用

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

古くから残っている貴重な武家屋敷を一般公開するため

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

0

防災上の位置づけ その他の位置づけ

居宅 木造 104.60 2008/1/21 104,414

物置 木造 33.75 2008/1/21 14,523

便所 木造 7.02 2008/1/21 2,502

２．施設の概要

設置条例

設置目的・役割

計画中 無

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

無

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用
オスト
メイト

ベビー
シート

有無
台数
(台)

設置済

指定管理者等 駐車場台数 0

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

管理状況 委託 委託期間 自 R2.4.1

建物

建築面積 145.37 取得価格 121,439

耐震診断 未 耐震対策

延床面積

未

145.37

R3.3.31至

行政財産 単独／複合の別 単独

所在地 安芸市土居944

土地
敷地面積 852.89

72,500

うち借地面積 852.89

円/年借地料

NO 26 施設名称 武家屋敷野村邸

担当部課係 商工観光水産課　商工観光係 作成 令和3年3月 更新

１．土地・建物の概要
（１）全体

大分類 産業系施設 小分類 観光施設 財産分類



㎡ ㎡

㎡ 円

㎡

台

４．対策費用

外観 内観 多目的トイレ

（２）管理上の課題

課題 平成30年度に建築した施設であり、現状目立った劣化等は見られない。

今後の方針
団体予約は減少しているが個人客は増加しており、市内周遊による観光消費拡大のため維持管理を行っ
ていく。

（３）建物(外観等)および主な劣化箇所

実施個所

写真 写真 写真

実施内容 新築

費　　用 25,261,200

（１）これまでの主な対策内容

実施年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度

観光案内機能を持った施設整備により観光客の満足度向上を図るほか、観光情報を発信して市内周遊
を促進する

３．利用状況

利用者数
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

4,188 838

防災上の位置づけ その他の位置づけ

伊尾木洞観光案内所 木造平屋建て 25.19 2019/1/28 25,261,200

２．施設の概要

設置条例

設置目的・役割

計画中 無

（２）施設を構成する主な建物

建物用途又は名称 構造 延床面積（㎡） 築年月日(西暦） 取得価格(円)

無

段差なし
案内設備
・案内所

エレベーター 車いす用
オスト
メイト

ベビー
シート

有無
台数
(台)

設置済 〇 〇 〇

指定管理者等 駐車場台数 6

建物全体での
バリアフリー
の確保状況

バリアフリー経路 トイレ 障害者用駐車場

授乳室

管理状況 直営 委託期間 自

建物

建築面積 28.92 取得価格 25,261,200

耐震診断 不要 耐震対策

延床面積

不要

25.19

至

行政財産 単独／複合の別 単独

所在地 安芸市伊尾木177-9、181-1

土地
敷地面積 1,174.35 うち借地面積

円/年借地料

NO 27 施設名称 伊尾木洞観光案内所

担当部課係 商工観光水産課　商工観光係 作成 令和3年3月 更新

１．土地・建物の概要
（１）全体

大分類 産業系施設 小分類 観光施設 財産分類



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


